
 

曇鸞研究の歴史と現状 
附：曇鸞研究文献目録（鎌倉期～江戸期篇） 

遠 山 信 証  

曇鸞研究の歴史と現状―研究文献目録作成の経緯― 

曇鸞（476-542）は、中国の北魏から東魏にかけて活躍した学僧として知られ、
その研究の蓄積は、今日に至るまで膨大な量に及んでいる。曇鸞に関する研究は、
鎌倉期の学僧らを嚆矢として開始され、江戸期には主著『無量寿経優婆提舎願生偈
註』に関する多くの註釈書や講義録が編纂・作成された。鎌倉期から大正期の間に
は、同書の緻密な出典考証と本文読解が並行して進められ、昭和期以降には、文献
学的・歴史学的な観点から曇鸞とその教学を捉え直そうとする研究が開始された。
特に戦後においては、着実な教学研究が進められていく一方で、新出資料を駆使し
た研究や、曇鸞の思想的・社会的背景に関する研究が進展したことなどにより、昭
和期以前には未解明であった多くの事柄が明らかにされた。また近年では、隣接領
域である北朝仏教研究の成果を積極的に援用しようとする試みも行われている。今
後の曇鸞研究に求められる課題は、このような先学の研究成果を十分に踏まえた上
で、研究史上に残された問題を一つひとつ解決していくことだろう。 

しかし、近年の曇鸞研究を俯瞰すると、必ずしもその課題が十分に達成されてい
るとは言い難い現状にある。それは、すでに相馬一意［1993:pp.110-111］に、 

 
いかなる分野においても、すでに得られた成果を踏まえて研究が進められる

ことが望ましい。仮に、以前の成果を無視して研究を進めたとして、それで
も、先行の研究を凌駕するすばらしい業績が得られたとしよう。この場合は、
結果の良さによって方法論上のまずさはあまり問題にされないが、誰にでもで
きることだというわけにはゆかない。人間には能力に限界があるから、やはり
先輩諸氏の研究を踏まえた方が、より有意義な結果をもたらすことになるであ
ろうと考えられる。 
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『往生論註』の研究においても、事情は同断である。これまでに到達し得た
成果を踏まえたうえで、さらに残されている問題の解明に向かわねばならない
こと、改めていうまでもないことである。けれども現今の『往生論註』研究の
様子をみてみると、必ずしもそのようにはなされていないように思う。すでに
ずっと以前に解決済みの問題を、ああでもないこうでもないと論じていて、屋
上に屋を重ねるならまだしも、せっかく建てた家を壊しているような感じすら
するのである。ことさら批判的な言辞をもてあそぼうというのではない。あく
まで冷静にみても、以前の業績をまるで踏まえていない研究が多いような気が
する。よって、すでに獲得せられている成果をはっきりと指し示し、その地平
から研究を出発すべきであることを強く訴えたい。 

 
と指摘されているように、研究者自身が先行研究を十分に把握しきれなくなりつつ
あるという事例が研究史の上に散見されるからである。この指摘は、1990年代初
頭になされたものであるが、そこから30年余りが経過した現在においても未だ改
善の傾向はみられない。 

ではなぜ、このような初歩的かつ根本的な問題が研究史の上に散見されるように
なったのか。その主たる要因は、曇鸞研究そのものが膨大な蓄積量を有している点
に起因するものと推察されるが、その膨大な研究史を束ねる文献目録が十分に整備
されていないという点も、上述の問題を生じさせる要因の一つとして考えられる。 

無論、曇鸞研究に関する文献目録の作成が皆無であったわけではない。戦前の河
原静雄（編）［1942］を皮切りに、戦後には、直海玄洋・大田利生（共編）

［1963］、神子上恵龍［1969］、早島鏡正・大谷光真［1987］、青山法城［1996］、
日野慶之・弘中満雄［2008］、矢田了章（編）［2012］などの文献目録が断続的に
作成されてきた。 

しかし、上記の文献目録は、いずれもその文献目録が作成された年代までの代表
的な研究については収録しているものの、必ずしも先行する文献目録に記載された
すべての研究を収録しているわけではない。また、これらの文献目録は、資料の収
集方法や収集範囲が各目録ごとに限定的なため、決して網羅的であるとは言いがた
い。 

そこで本研究では、既存の文献目録が有する課題を踏まえ、今後の研究者が曇鸞
に関する先行研究を容易に把握することができるよう、曇鸞研究に関する既存の文
献目録を整理・統合した上で、目録・辞書・データベースなどの各種工具書によっ
てその不備を補うことで、研究史上において最も整備された研究文献目録を提示す
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る。なお、紙幅の都合上、今回は鎌倉期から江戸期にかけて編纂・作成された註釈
書や講義録を整理した文献目録（鎌倉期～江戸期篇）を公表の対象とし、明治期以
降に成立した研究書籍・研究論文などを整理した文献目録（明治期～令和期篇）に
ついては、別の機会に公表することとしたい。 

 

附：曇鸞研究文献目録（鎌倉期～江戸期篇） 

〔目　次〕 
鎌倉期～江戸期篇 
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〔凡　例〕 
1、本目録について 
本目録は、曇鸞研究に関する既存の文献目録を整理・統合したデータに、目録・

辞書・データベースなどの各種工具書から得られた情報を追録し、一つの文献目録
として集成したものである。本目録は、鎌倉期から江戸期にかけて編纂・作成され
た註釈書や講義録を整理した「鎌倉期～江戸期篇」と、明治期以降に成立した研究
書籍・研究論文などを整理した「明治期～令和期篇」の2篇によって構成される
が、本稿では紙幅の都合上、「鎌倉期～江戸期篇」のみを公表の対象とする。 

 
2、鎌倉期～江戸期篇について 
本篇に収録した註釈書や講義録は、曇鸞の著作である『無量寿経優婆提舎願生偈

註』『讃阿弥陀仏偈』『略論安楽浄土義』のいずれかについて註釈または講義を行っ
たものである。本篇では、原則として明治期以前（～1867年）に成立した註釈書
や講義録を収録し、明治期以後（1868年～）に成立した註釈書や講義録は「明治
期～令和期篇」に分類した。本篇の構成と内容は次の通りである。 

 
①構成 
本篇では、「無量寿経優婆提舎願生偈註」「讃阿弥陀仏偈」「略論安楽浄土義」の

項目を大見出しとして設定した。また、「浄土宗」「浄土真宗」「その他」「撰者未
詳」の項目を中見出しとして設け、適宜、該当する大見出しの中に配置した。加え
て、「鎮西義」「西山義」「九品寺流」「浄土真宗本願寺派」「真宗大谷派」「真宗高田
派」「真宗仏光寺派」「真宗木辺派」「その他」の項目を小見出しとして設け、適宜、
該当する中見出しの中に配置した。本篇の構成の詳細は、前掲の目次の通りであ
る。 

 
②内容 
本篇では、「著者」「生没年」「書名」「巻数」「別称」「成立年」「写本」「版本」
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「活字翻刻本」「参考文献」「備考」を項目として設けた。この内、「著者」「生没年」
「書名」以外はそれぞれ次のような略号を用い、各註釈書や講義録ごとに詳細が不
明な項目については記載せずに省略した。 

巻数―○巻　別称―○別　成立年―○成　写本―○写　版本―○版　活字翻刻本―○活 
参考文献―○参　備考―○備 
 

　⑴、著者…「平民苗字必称義務令」発布以前（～明治7［1874］年）に没した
人物は法諱で表記し、「平民苗字必称義務令」発布以後（明治8［1875］年
～）に没した人物は原則として姓氏・法諱で表記した。ただし、前者の人名が
法諱以外で通用している場合はその表記に従った。また、後者の人名は、姓
氏・名、姓氏・号などで表記した場合もある。 

中見出しの「浄土宗」「浄土真宗」「その他」に記載の註釈書や講義録は著者
の生年順に配列し、「撰者未詳」に記載の註釈書や講義録は五十音順に配列し
た。また、同一著者に複数の註釈書や講義録がある場合には、それらを五十音
順に配列した。 

　⑵、生没年…生年と没年を西暦によって示した。また、おおよその生没年のみが
明らかである場合には「○○世紀頃」と表記し、おおよその生没年さえも明ら
かでない場合には「生没年不詳」と表記した。 

　⑶、書名…自筆本が現存する場合には、原則として巻首題を採用した。自筆本が
現存せず、写本や版本のみが現存する場合には、原則として成立年の最も古い
写本、あるいは版本の巻首題を採用した。その際、巻首題に「上巻」や「第
一」など書物の区分が含まれている場合には、適宜、書物の区分に該当する箇
所を省略して示した。また、複数冊からなる自筆本・写本・版本のうち各冊の
巻首題が異なる場合には、第一冊目の巻首題を採用し、第一冊目が散逸してい
る場合には、原則として第一冊目と最も近い冊の巻首題を採用した。なお、巻
首題が「無量寿経優婆提舎願生偈註」など所釈の題号となっている場合には、
原則として目次（目首・目尾）→序跋題→見返し題→外題→柱題→識語→奥書
→小口書・背書の順に優先順位を設け、所釈の題号以外の表記を書名として採
用した。ただし、現存する自筆本・写本・刊本のほか、各種工具書などから他
の書名に関する情報を得られない場合は、その限りではない。 

現存する自筆本・写本・版本のうち、巻首題が確認できない場合には、巻首
題が所釈の題号となっている場合と同様に、目次（目首・目尾）→序跋題→見
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返し題→外題→柱題→識語→奥書→小口書・背書の順に優先順位を設け、該当
する項目に記載されている書名を採用した。また、巻首題が確認できない自筆
本・写本・版本のうち、巻首題以外から書名に関する情報を得られない場合に
は、原則として仏書解説大辞典・国書総目録に記載されている書名を採用し、
仏書解説大辞典・国書総目録に記載がない場合には、その註釈書や講義録の情
報を伝える最も古い目録・辞書などに記載されている書名を採用した。なお、
自筆本・写本・版本が存在しない場合の処理は、上記の巻首題以外から書名に
関する情報を得られない場合と同様である。 

　⑷、巻数…原典あるいは原典に近いと推定される写本・版本の巻数を記した。 
　⑸、別称…原題あるいは原題と推定される書名意外に流布している書名を五十音

順に記した。 
　⑹、成立年…和暦によって成立年を示し、角括弧内に西暦年を記した。また、改

元の年は、原則として新元号を用いた。 
　⑺、写本・版本…和暦によって書写年・発刊年を示し、角括弧内に西暦年を記し

た。また、改元の年は、原則として新元号を用いた。また、写本・版本の所在
がわかる場合には、書写年・発刊年の後に所蔵先を記載した。なお、本篇で用
いた写本・版本の所蔵先の略称は次の通りである。 

 
秋田県立図書館―秋田　石川武美記念図書館成簣堂文庫―石川成簣堂　大阪公立
大学中百舌鳥図書館―大阪中百舌鳥　大阪府立図書館―大阪府　大谷大学図書館
―大谷　大谷大学図書館圓光寺文庫―大谷圓光寺　大谷大学図書館香月院文庫―
大谷香月院　大谷大学図書館瑞蓮寺文庫―大谷瑞蓮寺　大谷大学図書館林山文庫
―大谷林山　大谷大学博物館―大谷博　神奈川県立金沢文庫―金沢文庫　金沢大
学附属図書館暁烏文庫―金沢暁烏　関西大学図書館長澤文庫―関西長澤　九州大
学附属図書館―九州　京都西山短期大学図書館―西山短大　京都大学附属図書館
―京都　京都大学附属図書館蔵経書院文庫―京都蔵経　栗田文庫―栗田　甲賀市
水口図書館―甲賀　高野山真別処円通律寺―高野山真別処　高野山大学図書館―
高野山　国文学研究資料館―国文研　三康文化研究所附属三康図書館椎尾文庫―
三康椎尾　清光山西厳寺―西厳寺　神宮文庫―神宮　青龍山延寿寺―延寿寺　積
翠文庫―積翠　大正大学附属図書館―大正　千葉県立中央図書館―千葉　筑波大
学附属図書館―筑波　津市図書館橋本文庫―津市橋本　東海学園大学名古屋キャ
ンパス図書館哲誠文庫―東海哲誠　東京大学史料編纂所―東京史料　東京大学総
合図書館―東京　東京大学東洋文化研究所図書室―東文研　東北大学附属図書館
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―東北　東北大学附属図書館狩野文庫―東北狩野　東北福祉大学図書館―東北福
祉　東洋大学附属図書館―東洋　東洋大学附属図書館哲学堂文庫―東洋哲学堂　
同朋大学仏教文化研究所―同朋仏研　同朋大学仏教文化研究所水谷氏崇覚文庫―
同朋仏研崇覚　新潟大学附属図書館佐野文庫―新潟佐野　西尾市岩瀬文庫―岩瀬　
ハーバード燕京図書館―ハーバード燕京　佛教大学附属図書館―佛教　北海学園
大学附属図書館北駕文庫―北海北駕　無窮会平沼文庫―無窮平沼　横浜市立大学
学術情報センター三枝博音文庫―横浜市三枝　立正大学図書館―立正　龍谷大学
大宮図書館―龍谷　龍谷大学図書館写字台文庫―龍谷写字台 
 

　⑻、活字翻刻本…明治期以降に出版された単行の活字翻刻本、あるいは叢書に所
収の活字翻刻本に関する情報を記載した。前者については、書名と発行年を示
した。その際に発行年は和暦で示し、角括弧内に西暦年を記した。後者につい
ては、叢書名とその巻数を示した。その場合、叢書についてはそれぞれ次のよ
うな略称を用いた。なお、以下の略称は末尾の【参考文献】においても用いて
いる。 

 
浄土宗全書―浄全　浄土宗全書続篇―続浄全　浄土伝灯輯要―輯要　真宗全書―
真宗全　真宗叢書―真叢　真宗相伝義書―相伝義書　真宗相伝叢書―相伝叢書　
真宗大系―真大　続真宗大系―続真大　大日本仏教全書―仏全 
 

　⑼、参考文献…⑴～⑻の情報源として、末尾の【参考文献】に記載のデータベー
ス以外に参照した主要な資料を書写・発行年順に記した。その際に、「和漢書」

「文庫」「名家著述」「曇鸞関係」に関する目録、および「その他」に示した資
料はハーバード方式で記し（例：塚本善隆［1933］、金沢文庫（編）

［1939］）、浄土教関係の目録や辞書は書名のまま記した。なお、「和漢書」に
関する目録として分類した『国書総目録』については、例外的に書名のまま記
している。 

　⑽、備考…⑴～⑼の内容に該当しない特記すべき事項を記載した。 
 
なお、各種工具書の中に同一著者による複数の註釈書や講義録の存在が記載さ

れ、なおかつそれらの末註書が現存している場合には、可能な限り原本を調査し、
その異同を確かめるよう努めた。 
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鎌倉期～江戸期篇 
1.無量寿経優婆提舎願生偈註 
1-1.浄土宗 
1-1-1.鎮西義 
良忠（1199-1287） 
1.『無量寿経論註記』○巻5 ○別往生良忠記、往生論註記、浄土往生論註記、浄土往生

論註解記、浄土論註記、浄土論註良忠記、註記、注記、註論記、標註無量寿経論
註記、仏説無量寿経論註記、無量寿経論注記、論註記、論注記、論註良記、論註
良忠記　○成弘長3［1263］年起稿、文永2［1265］年改訂、文永9［1272］年添
削、建治元［1275］年再治調巻、弘安9［1286］年重訂 ○写承応3［1654］年写
―大谷、写年不明―大正　○版寛永4［1627］年版―石川成簣堂・栗田・神宮、寛
永6［1629］年版―佛教、寛永10［1633］年版―大谷圓光寺・佛教、正保2

［1645］年版―大正、正保3［1646］年版―大谷・大正・佛教、慶安元［1648］
年版―大谷圓光寺・同朋仏研・佛教・龍谷、慶安2［1649］年版―大谷・金沢
暁烏・龍谷、慶安3［1650］年版―龍谷、万治元［1658］年版―高野山・西厳
寺・佛教・龍谷、貞享3［1686］年版―京都蔵経・大正・津市橋本・東海哲
誠・同朋仏研崇覚・東北・佛教・龍谷写字台、正徳2［1712］年版―大正・佛
教・龍谷・龍谷写字台、刊年不明―大正・龍谷　○活無量寿経論註記（明治28

［1895］年）、浄全1　○参浄土依憑経論章疏目録、浄土正依経論書籍目録、往生論
註正義叙説、蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経
論章疏録、仏教大辞彙、神宮文庫（編）［1922］、大谷大学図書館（編）

［1925］、三星与市（編）［1928］、龍谷大学図書館（編）［1929］、大谷大学図
書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、今岡達音［1934］、龍谷大学図書館（編）

［1935］、栗田元次（編）［1940］、河原静雄（編）［1942］、峰島旭雄［1962］、
金沢大学附属図書館［1963］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、宗典目録、
国書総目録、大谷大学図書館（編）［1967］、神子上恵龍［1969］、東海学園女
子短期大学図書館（編）［1970］、大谷大学図書館（編）［1972］、佛教大学仏教
文化研究所（編）［1980］、早島鏡正・大谷光真［1987］、佛教大学図書館（編）

［1988a］、川瀬一馬（編）［1992］、日野慶之・弘中満雄［2008］、浄土教典籍
目録、新纂浄土宗大辞典　○備佛教大学仏教文化研究所（編）［1980］：刊写不明―
佛教（万123・極251・極252） 

2.『無量寿経論注聞書』○別曇鸞註聞書、曇鸞注聞書、曇鸞註無量寿経論聞書、曇鸞
註無量寿経論註、曇鸞註無量寿経論註聞書、曇鸞註無量寿経論注聞書、曇鸞注無
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量寿経論注聞書、曇鸞注無量寿経論註聞書、曇鸞註論聞書、曇鸞注論聞書、無量
寿経論註聞書 ○成建長8［1256］年 ○写建長8［1256］年写―金沢文庫（上巻1冊
のみ・良聖写）○参 塚本善隆［1933］、金沢文庫（編）［1939］、伊藤真徹

［1942］、国書総目録、藤堂恭俊［1972］、日置孝彦［1974］、日置孝彦
［1987］、文化庁文化財部美術学芸課［2006］、新纂浄土宗大辞典 

道光（1243-1330） 
3.『浄土論註拾遺抄』○巻3 ○別往生論註拾遺抄、拾遺、拾遺抄、浄土往生論註解拾遺

抄、浄土論注拾遺鈔、浄土論注拾遺抄、無量寿経論註拾遺抄、論拾遺、論註拾
遺、論註拾遺鈔、論註拾遺抄　○成嘉元4［1306］年　○版嘉元4［1306］年版―大
谷・大谷圓光寺・大谷林山・金沢暁烏・甲賀・大正・龍谷、承応2［1653］年
版―京都・東洋哲学堂・佛教・北海北駕、刊年不明―大正・佛教・龍谷・龍谷写
字台　○活浄全1　○参浄土正依経論書籍目録、総浄土依憑章疏、往生論註正義叙説、
蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、三
浦治（編）［1914］、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、三星与市

（編）［1928］、龍谷大学図書館（編）［1929］、大谷大学図書館（編）［1932］、
仏書解説大辞典、今岡達音［1934］、河原静雄（編）［1942］、峰島旭雄

［1962］、金沢大学附属図書館［1963］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、
宗典目録、国書総目録、神子上恵龍［1969］、大谷大学図書館（編）［1972］、
佛教大学仏教文化研究所（編）［1980］、大谷大学図書館（編）［1984］、早島鏡
正・大谷光真［1987］、特定コレクション目録編集委員会（編）［1997］、日野
慶之・弘中満雄［2008］、新纂浄土宗大辞典　○備佛教大学仏教文化研究所（編）

［1980］：刊写不明―佛教（極257）、新纂浄土宗大辞典「同じ道光作の『往生論
註略鈔』と趣が異なるため、著者については道光とする説と、名越派尊観の門弟
である良然とする説との二説がある。『往生論註正義叙説』では、『貞伝集』上に
おいて良然の作とする説を『往生論註正義』と『論註解鈎鎖』の説から鑑み否定
する。それに対して『蓮門類聚経籍録』においては、道光作を否定し、良然の作
としている」 

4.『論註略鈔』○巻2 ○別往生論註略鈔、往生論註略抄、浄土往生論註解略鈔、浄土論
註略鈔、無量寿経論註略鈔、略鈔、論註略抄、論注略鈔、論略、論略鈔　○成文永
2［1265］年　○版寛文3［1663］年版―大谷・大谷林山・金沢暁烏・大正・東洋
哲学堂・佛教・龍谷　○活浄全1　○参浄土正依経論書籍目録、総浄土依憑章疏、往生
論註正義叙説、蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗
経論章疏録、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、三星与市（編）
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［1928］、龍谷大学図書館（編）［1929］、仏書解説大辞典、今岡達音［1934］、
河原静雄（編）［1942］、峰島旭雄［1962］、金沢大学附属図書館［1963］、直
海玄洋・大田利生（共編）［1963］、宗典目録、国書総目録、神子上恵龍

［1969］、大正大学浄土学研究室（編）［1978］、佛教大学仏教文化研究所（編）
［1980］、大谷大学図書館（編）［1984］、早島鏡正・大谷光真［1987］、特定コ
レクション目録編集委員会（編）［1997］、日野慶之・弘中満雄［2008］、新纂
浄土宗大辞典　○備学蔀必用目録「弘長三草稿。文永九年再治」 

良暁（1251-1328） 
5.『論註記鈔』○別往生論註記鈔　○参藤堂恭俊［1972］、浄土教典籍目録 
良心（1262-1323） 
6.『浄土論註記見聞』○巻5 ○別往生論註記見聞、註記幷見聞、註記藤田見聞、論註見

聞、論註持阿見聞、論註藤田見聞　○成正和4［1315］年 ○写慶安元［1648］年写
―大谷林山（超誉写）、写年不明―大正　○参総浄土依憑章疏、往生論註正義叙説、
仏書解説大辞典、宗典目録、国書総目録、大谷大学図書館（編）［1984］、日野
慶之・弘中満雄［2008］、新纂浄土宗大辞典 

定慧（1296-1370） 
7.『鎌倉御鈔』○参 往生論註正義叙説、峰島旭雄［1962］、日野慶之・弘中満雄
［2008］ 

理本（1342-1428） 
8.『論註記見聞』○巻5 ○別往生論註大沢見聞、往生論註記見聞、大沢見聞、沢見、浄

土往生論註解大沢見聞、浄土論註記見聞、新板論註記見聞、註記見聞、註見、無
量寿経論註記見聞、良栄見聞、論見、論註大沢見聞、論注記見聞、論註見聞、論
註訳見　○版寛永12［1635］年版―大正、寛永20［1643］年版―大正・佛教、正
保2［1645］年版―大正、慶安2［1649］年版―大谷・金沢暁烏・京都・大
正・佛教、慶安4［1651］年版―大正、万治2［1659］年版―大谷・大正・同
朋仏研崇覚・佛教・龍谷、刊年不明―大谷圓光寺・大正、同朋仏研・佛教・北海
北駕・龍谷　○活浄全1　○参浄土正依経論書籍目録、総浄土依憑章疏、蓮門類聚経籍
録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、三浦治（編）

［1914］、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、三星与市（編）［1928］、
龍谷大学図書館（編）［1929］、大谷大学図書館（編）［1932］、仏書解説大辞
典、今岡達音［1934］、河原静雄（編）［1942］、峰島旭雄［1962］、金沢大学
附属図書館［1963］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、宗典目録、国書総
目録、大谷大学図書館（編）［1967］、神子上恵龍［1969］、大谷大学図書館
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（編）［1972］、大正大学浄土学研究室（編）［1978］、佛教大学仏教文化研究所
（編）［1980］、早島鏡正・大谷光真［1987］、日野慶之・弘中満雄［2008］、新
纂浄土宗大辞典　○備佛教大学仏教文化研究所（編）［1980］：刊写不明―佛教（天
2・極253） 

聖聡（1366-1440） 
9.『浄土往生論註解私鈔』○巻1 ○別浄土論註私鈔、無量寿経論註記私鈔、論註私記鈔　

○参蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、
仏教大辞彙、仏書解説大辞典、峰島旭雄［1962］、国書総目録、日野慶之・弘中
満雄［2008］ 

10.『註記見聞』○巻10 ○別往生論註記見聞、記見、記見聞、浄土往生論註記見聞、
浄土往生論註解記見聞、浄土論註記見聞、注見、無量寿経論註記見聞、酉見、酉
見聞、酉誉見聞、論註記見聞、論註見聞　○成室町初期（応永2［1395］年以降）

○版寛永12［1635］年版―大正・同朋仏研・佛教・龍谷、慶安4［1651］年版―
大谷・大谷圓光寺・大谷林山・金沢暁烏・京都・大正・佛教・北海北駕、刊年不
明―大谷・無窮平沼　○活浄全1　○参浄土正依経論書籍目録、総浄土依憑章疏、往生
論註正義叙説、蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗
経論章疏録、三浦治（編）［1914］、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）

［1925］、三星与市（編）［1928］、龍谷大学図書館（編）［1929］、大谷大学図
書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、今岡達音［1934］、河原静雄（編）

［1942］、財団法人無窮会（編）［1961］、峰島旭雄［1962］、金沢大学附属図書
館［1963］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、宗典目録、国書総目録、大
谷大学図書館（編）［1967］、神子上恵龍［1969］、大谷大学図書館（編）

［1972］、大正大学浄土学研究室（編）［1978］、佛教大学仏教文化研究所（編）
［1980］、大谷大学図書館（編）［1984］、早島鏡正・大谷光真［1987］、日野慶
之・弘中満雄［2008］、浄土教典籍目録、新纂浄土宗大辞典 

袋中（1552-1639） 
11.『往生論註記』○参 龍谷大学図書館（編）［1929］○備 龍谷大学図書館（編）
［1929］：刊年不明―龍谷（分類：研真、番号：なし、良定写・貞享3［1686］
年） 

湛奕（?-1660） 
12.『論註音釈』○巻1 ○別浄土往生論註解音釈、浄土論註音釈、論音釈、論註巻下音

釈、論註巻上音釈　○成寛永18［1641］年　○版寛永20［1643］年版―大谷・大谷
林山・関西長澤・大正・東洋哲学堂・佛教　○活続浄全5　○参往生論註正義叙説、蓮
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門類聚経籍録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、大谷
大学図書館（編）［1925］、三星与市（編）［1928］、龍谷大学図書館（編）

［1929］、仏書解説大辞典、峰島旭雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）
［1963］、宗典目録、国書総目録、大谷大学図書館（編）［1967］、神子上恵龍
［1969］、藤堂恭俊［1972］、大正大学浄土学研究室（編）［1978］、佛教大学仏
教文化研究所（編）［1980］、大谷大学図書館（編）［1984］、早島鏡正・大谷光
真［1987］、特定コレクション目録編集委員会（編）［1997］、日野慶之・弘中
満雄［2008］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版、新纂浄土宗大辞典 

輪超（?-1678） 
13.『浄土論註字選助見集』○巻10 ○別往生論註字選助見集、浄土往生論註解字選助

見集、浄土往生論註解助見、浄土往生論註解助見集、浄土論註字選助見集、助見
集、論註字選助見集　○成寛文2［1662］年　○版寛文2［1662］年版―大谷・大
正・佛教・無窮平沼・龍谷・龍谷写字台　○参往生論註正義叙説、蓮門類聚経籍録、
学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、仏教大辞彙、大谷大
学図書館（編）［1925］、三星与市（編）［1928］、龍谷大学図書館（編）

［1929］、仏書解説大辞典、財団法人無窮会（編）［1961］、峰島旭雄［1962］、
直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、宗典目録、国書総目録、神子上恵龍

［1969］、大正大学浄土学研究室（編）［1978］、佛教大学仏教文化研究所（編）
［1980］、日野慶之・弘中満雄［2008］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版、新纂
浄土宗大辞典　○備佛教大学仏教文化研究所（編）［1980］：刊写不明―佛教 

14.『論註捃詒書』○巻2 ○別浄土論註捃詒書　○成延宝元［1673］年 ○写延宝2［1674］
年写―大正　○活 続浄全5　○参 大谷大学図書館（編）［1925］、三星与市（編）

［1928］、龍谷大学図書館（編）［1929］、仏書解説大辞典、峰島旭雄［1962］、
直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、宗典目録、国書総目録、神子上恵龍

［1969］、藤堂恭俊［1972］、早島鏡正・大谷光真［1987］、日野慶之・弘中満
雄［2008］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版、新纂浄土宗大辞典 

15.『論註字選』○巻2 ○別往生浄土論註解字選、往生論註字選、字選、浄土往生論註
解字選、浄土論註字選　○成正保3［1646］年　○版正保［1644~1648］年間版―大
谷、正保3［1646］年版―大谷林山、元禄2［1689］年版―大正、刊年不明―
大阪中百舌鳥・大正・龍谷　○活続浄全5　○参往生論註正義叙説、蓮門類聚経籍録、
学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、仏教大辞彙、大谷大
学図書館（編）［1925］、三星与市（編）［1928］、龍谷大学図書館（編）

［1929］、仏書解説大辞典、峰島旭雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）
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［1963］、宗典目録、国書総目録、神子上恵龍［1969］、藤堂恭俊［1972］、大
正大学浄土学研究室（編）［1978］、大谷大学図書館（編）［1984］、早島鏡正・
大谷光真［1987］、日野慶之・弘中満雄［2008］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補
版、新纂浄土宗大辞典 

東暉（1623-1682） 
16.『首書往生論註』○参浄土宗典籍目録　近世篇　増補版 
阿春（17世紀頃） 
17.『浄土往生論註解首書』○巻8 ○別浄土往生論註首書、浄土論註首書、無量寿経論

註頭書、論註頭書　○成貞享3［1686］年　○参往生論註正義叙説、蓮門類聚経籍録、
学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、仏教大辞彙、仏書解
説大辞典、浄土宗西山派学匠著述目録、峰島旭雄［1962］、国書総目録、日野慶
之・弘中満雄［2008］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版、新纂浄土宗大辞典　○備

諱：不可思議 
寅載（1650-1721） 
18.『浄土十念章』○巻1 ○別論註十念章 ○写文政元［1818］年写―大正、明治期写―

大谷　○活輯要上　○参浄土宗経論章疏録、仏書解説大辞典、宗典目録、国書総目録、
藤堂恭俊［1972］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版 

伝秀（?-1737頃） 
19.『浄土往生論註精華集』○巻5 ○別往生論註精華集、浄土往生論注精華集、精華集、

無量寿経往生論註精華集、論註精華集　○成享保7［1722］年 ○写享保7［1722］
年写―大正・龍谷写字台、明治31［1898］年写―大谷、写年不明―龍谷　○活続
浄全5　○参往生論註正義叙説、浄土宗経論章疏録、三星与市（編）［1928］、龍谷
大学図書館（編）［1929］、仏書解説大辞典、峰島旭雄［1962］、直海玄洋・大
田利生（共編）［1963］、宗典目録、国書総目録、大谷大学図書館（編）

［1967］、神子上恵龍［1969］、藤堂恭俊［1972］、早島鏡正・大谷光真
［1987］、日野慶之・弘中満雄［2008］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版、新纂
浄土宗大辞典　○備宗典目録「論註註疏中最も穏健なる者」 

大玄（1680-1756） 
20.『論註十念弁』○巻2 ○別往生論註十念章、往生論註十念弁、浄土論註十念弁、論

註十念弁、論註十念弁玄談、論註十念弁余説 ○写江戸期写―三康椎尾（2巻玄談2
巻）、明治39［1906］年写―大谷、写年不明―佛教・龍谷　○版安永8［1779］年
版―大正　○参浄土宗経論章疏録、大谷大学図書館（編）［1925］、三星与市（編）

［1928］、龍谷大学図書館（編）［1929］、仏書解説大辞典、峰島旭雄［1962］、
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直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、宗典目録、国書総目録、神子上恵龍
［1969］、財団法人三康文化研究所附属三康図書館（編）［1981］、佛教大学図書
館（編）［1988a］、日野慶之・弘中満雄［2008］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補
版、新纂浄土宗大辞典 

定月（1687-1771） 
21.『論註千百年眼』○巻1 ○別往生論註千百年眼、論註眼随 ○写写年不明―大正　○活輯

要下　○参往生論註正義叙説、龍谷大学図書館（編）［1929］、仏書解説大辞典、峰
島旭雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、宗典目録、国書総目録、
大谷大学図書館（編）［1967］、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄

［2008］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版 
雲洞（1693-1742） 
22.『往生論註義源』○巻5　○参峰島旭雄［1962］、宗典目録、日野慶之・弘中満雄
［2008］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版　○備宗典目録「論註正義ヲ訂補シタル者
ノ如シ」○備諱：亮徹 

23.『往生論註正義』○巻2 ○別往生論註講習、浄土論註講習、浄土論註正義、論註講
習、論註私記、論註正義 ○写天保3［1832］年写―三康椎尾（2巻叙説1巻・覚隆
写）、写年不明―大谷・秋田　○活続浄全5　○参往生論註正義叙説、蓮門類聚経籍録、
学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、一巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏
録、大谷大学図書館（編）［1925］、三星与市（編）［1928］、龍谷大学図書館

（編）［1929］、仏書解説大辞典、浄土宗西山派学匠著述目録、峰島旭雄
［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、宗典目録、国書総目録、神子上
恵龍［1969］、藤堂恭俊［1972］、財団法人三康文化研究所附属三康図書館

（編）［1981］、早島鏡正・大谷光真［1987］、日野慶之・弘中満雄［2008］、浄
土宗典籍目録　近世篇　増補版、新纂浄土宗大辞典　○備諱：亮徹 

24.『往生論註正義叙説』○巻1 ○別往生論註講習、正義叙説、浄土論註講習、浄土論
註正義叙説、論註講習、論註私記、論註正義、論註正義叙説 ○写写年不明―大
谷・秋田　○版刊年不明―大正　○活続浄全5　○参往生論註正義叙説、浄土宗経論章疏
録、大谷大学図書館（編）［1925］、三星与市（編）［1928］、龍谷大学図書館

（編）［1929］、仏書解説大辞典、浄土宗西山派学匠著述目録、峰島旭雄
［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、宗典目録、国書総目録、神子上
恵龍［1969］、藤堂恭俊［1972］、早島鏡正・大谷光真［1987］、日野慶之・弘
中満雄［2008］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版、新纂浄土宗大辞典　○備諱：亮
徹 
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真徹（伝）（?-1750） 
25.『往生論註開講玄談』○巻1 ○別往生論註玄談　○参峰島旭雄［1962］ 
義海（?-1755） 
26.『浄土論註輔正記』○巻12 ○別論註輔正記 ○写写年不明―大正・佛教　○参往生論註

正義叙説、蓮門類聚経籍録、浄土宗経論章疏録、仏教大辞彙、三星与市（編）
［1928］、仏書解説大辞典、峰島旭雄［1962］、宗典目録、国書総目録、神子上
恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版、
新纂浄土宗大辞典 

単霊（?-1780） 
27.『論註聞書批判』○巻1 ○写安永6［1777］年写―大正　○参大正大学浄土学研究室
（編）［1978］ 

白弁（18世紀頃） 
28.『往生論註私書玄談』○巻1 ○別往生論註和書玄談、往生論註玄談 ○写写年不明―

大正　○参仏書解説大辞典、峰島旭雄［1962］、宗典目録、国書総目録、神子上恵
龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版 

賢洲（?-1812） 
29.『浄土論註研機鈔』○巻2 ○別浄土論註温古録、無量寿経論註研機鈔、論註研機鈔　

○成寛政3［1791］~文化9［1812］年 ○写明治28［1895］年写―三康椎尾（椎尾
弁匡写）・佛教（現貞写）、明治30［1897］年写―大谷、写年不明―大正　○活続
浄全5　○参往生論註正義叙説、蓮門類聚経籍録、浄土宗経論章疏録、仏教大辞彙、
大谷大学図書館（編）［1925］、三星与市（編）［1928］、龍谷大学図書館（編）

［1929］、仏書解説大辞典、峰島旭雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）
［1963］、宗典目録、国書総目録、大谷大学図書館（編）［1967］、神子上恵龍
［1969］、藤堂恭俊［1972］、佛教大学仏教文化研究所（編）［1980］、財団法人
三康文化研究所附属三康図書館（編）［1981］、早島鏡正・大谷光真［1987］、
日野慶之・弘中満雄［2008］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版、新纂浄土宗大辞
典 

立道（1755-1836） 
30.『論註講録』○巻3　○参藤堂恭俊［1972］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版 
 
1-1-2.西山義 
悟阿（?-1283） 
31.『註論刪補鈔』○巻12 ○別往生論註刪補鈔、悟阿抄、刪鈔、刪補鈔、浄土往生論
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註解刪補鈔、浄土往生論註刪補鈔、浄土論註刪補鈔、註論刪補鈔、註論鈔、註論
抄、補鈔、論鈔、論註刪補鈔　○版寛文元［1661］年版―大谷、寛文12［1672］
年版―大谷・大谷林山・京都蔵経・大正・新潟佐野・佛教・龍谷・龍谷写字台、
刊年不明―金沢暁烏　○参往生論註正義叙説、蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、三
巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）

［1925］、三星与市（編）［1928］、龍谷大学図書館（編）［1929］、大谷大学図
書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、浄土宗西山派学匠著述目録、峰島旭雄

［1962］、金沢大学附属図書館［1963］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、
宗典目録、国書総目録、神子上恵龍［1969］、大正大学浄土学研究室（編）

［1978］、佛教大学仏教文化研究所（編）［1980］、大谷大学図書館（編）
［1984］、日野慶之・弘中満雄［2008］、浄土教典籍目録　○備学蔀必用目録「巻首
に標して浄音の撰と云う。空海の跋に亦た浄音の撰と云う。然るに西福の空公云
く、〈此の『鈔』は浄音の作に非ざるなり。浄音の所述の『観経疏愚要鈔』と対
撿するに、筆体同じからず。定むるに是れ東大寺の悟阿の撰なり〉と。今謂く、
尭恵の『私鈔』は、『刪補』の文を引くに標して悟阿と云う。ゆえに空公のこの
説あり（原漢文）」／三星与市（編）［1928］：刊写不明―大正 

覚融（1241-1325） 
32.『浄土往生論註解鈔』○別往生論註鈔、浄土論註抄、無量寿経論註鈔　○参蓮門類聚

経籍録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、仏教大辞彙、仏書解説大辞
典、浄土宗西山派学匠著述目録、峰島旭雄［1962］、国書総目録、日野慶之・弘
中満雄［2008］ 

覚愍（13-14世紀頃） 
33.『浄土往生論註解鈔』○別往生論註鈔、往生論註抄、無量寿経論註鈔　○参蓮門類聚

経籍録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、仏書解説大
辞典、浄土宗西山派学匠著述目録、峰島旭雄［1962］、国書総目録　○備学蔀必用
目録「鈔　観道」、三巻本浄土真宗教典志「観道覚愍」、浄土宗西山派学匠著述目
録「観導」 

尭恵（?-1395） 
34.『無量寿経論注抄』○巻7 ○別往生論註私集鈔、往生論注私集鈔、私集鈔、私抄、

浄土往生論註解私集鈔、浄土往生論註私集鈔、浄土論註私集鈔、浄土論註私集
抄、註論私鈔、無量寿経論註抄、論註尭恵抄、論註尭鈔、論註私集、論註私集
鈔、論註私集抄、論注私集鈔、論注私集抄、論註鈔　○成康暦元［1379］年 ○写寛
文6［1666］年写―大正、写年不明―大谷林山（了覚写）・金沢暁烏　○版正徳2
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［1712］年版―佛教、享保3［1718］年版―秋田・大谷・大谷圓光寺・大谷林
山・三康椎尾・西山短大・積翠・大正・東海哲誠・龍谷・龍谷写字台　○参往生論
註正義叙説、蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経
論章疏録、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、三星与市（編）

［1928］、龍谷大学図書館（編）［1929］、大谷大学図書館（編）［1932］、仏書
解説大辞典、浄土宗西山派学匠著述目録、峰島旭雄［1962］、金沢大学附属図書
館［1963］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、宗典目録、国書総目録、神
子上恵龍［1969］、東海学園女子短期大学図書館（編）［1970］、大谷大学図書
館（編）［1972］、大正大学浄土学研究室（編）［1978］、財団法人三康文化研究
所附属三康図書館（編）［1981］、大谷大学図書館（編）［1984］、日野慶之・弘
中満雄［2008］、浄土教典籍目録 

智通（1314-1403） 
35.『往生論註口筆抄』○巻5 ○別浄土往生論註解鈔、論註口筆　○参往生論註正義叙説、

蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、仏
教大辞彙、仏書解説大辞典、浄土宗西山派学匠著述目録、峰島旭雄［1962］、国
書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

大江（1592-1671） 
36.『無量寿経論註随聞記』○巻5 ○別往生論註随聞記、浄土往生論註解随聞記、浄土

論註随聞記、論註随聞記 ○写慶安4［1651］年写―龍谷写字台（文益写）、寛政9
［1797］年写―大正、写年不明―大谷・西山短大　○参往生論註正義叙説、蓮門類
聚経籍録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、仏教大辞
彙、大谷大学図書館（編）［1925］、三星与市（編）［1928］、仏書解説大辞典、
峰島旭雄［1962］、宗典目録、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘
中満雄［2008］○備三星与市（編）［1928］：刊写不明―大正（寛文9［1669］
年） 

聞証（1634-1688） 
37.『科註往生論』○別科略註往生論　○参往生論註正義叙説、国書総目録、日野慶之・

弘中満雄［2008］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版　○備往生論註正義叙説「論註
講稿に此の目を挙ぐ」 

円空（?-1696） 
38.『浄土論註私記』○巻7 ○別往生論註私記、浄土往生論註解私記、浄土論注私記、

論註私記　○成元禄6［1693］年　○版元禄7［1694］年版―龍谷、元禄8［1695］
年版―大谷・大谷林山・大正・東洋哲学堂・佛教・龍谷、刊年不明―大正・龍谷　
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○参往生論註正義叙説、蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、
浄土宗経論章疏録、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、三星与市（編）

［1928］、龍谷大学図書館（編）［1929］、大谷大学図書館（編）［1932］、仏書
解説大辞典、峰島旭雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、宗典目
録、国書総目録、神子上恵龍［1969］、大正大学浄土学研究室（編）［1978］、
佛教大学仏教文化研究所（編）［1980］、大谷大学図書館（編）［1984］、特定コ
レクション目録編集委員会（編）［1997］、日野慶之・弘中満雄［2008］、新纂
浄土宗大辞典、木村迪子［2021］ 

愚翁（生没年不詳） 
39.『論註私集鈔』○巻8　○参宗典目録　○備宗典目録「発行　書写年代　元禄十二年仲冬

弟子寂翁利湛」 
寂翁（生没年不詳） 
40.『浄土往生論註解私集』○巻8 ○別往生論註私集、浄土論註私集、三河八巻鈔　○参

蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、仏
教大辞彙、仏書解説大辞典、峰島旭雄［1962］、国書総目録、日野慶之・弘中満
雄［2008］ 

勤超（?-1706） 
41.『論註綱要記』○参浄土宗西山派学匠著述目録、国書総目録、日野慶之・弘中満

雄［2008］ 
円智（1639-1721） 
42.『往生論註科』○巻2　○参蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、浄土宗西山派学匠著述

目録、峰島旭雄［1962］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満
雄［2008］ 

慈泉（1645-1707） 
43.『往生論註正義』○巻2　○参仏教大辞彙、浄土宗西山派学匠著述目録、国書総目

録、神子上恵龍［1969］、武田龍精（編）［2008］ 
炬範（1645-1725） 
44.『往生論註直箋』○巻8 ○別浄土論註直箋、論註直箋　○成正徳3［1713］年 ○写宝暦

5［1755］年写―佛教、写年不明―大谷　○版正徳3［1713］年版―東海哲誠　○参

大谷大学図書館（編）［1925］、仏書解説大辞典、国書総目録、神子上恵龍
［1969］、東海学園女子短期大学図書館（編）［1970］、日野慶之・弘中満雄
［2008］ 

臥雲（?-1742） 
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45.『論註撮要補欠抄』○巻7　○参国書総目録、一色順心［2005］、日野慶之・弘中満
雄［2008］ 

高空（?-1751） 
46.『往生論註集義鈔』○巻6 ○別往生論註集義編、往生論註集義篇、浄土論註集義抄、

論註集義編　○成延享5［1748］年 ○写写年不明―龍谷　○版延享5［1748］年版―大
正、刊年不明―龍谷　○参三星与市（編）［1928］、龍谷大学図書館（編）［1929］、
仏書解説大辞典、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵
龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

湛好（?-1787） 
47.『往生論註講録並玄談』○巻3 ○別論註玄譚　○参蓮門類聚経籍録、浄土宗経論章疏

録、浄土宗西山派学匠著述目録、宗典目録、国書総目録、日野慶之・弘中満雄
［2008］ 

澹空（1740-1822） 
48.『無量寿経論註疏』○巻5 ○別優婆提舎註疏、往生論註疏、浄土論註疏、無量寿経

優婆提舎註疏、無量寿経優婆提註疏、論註疏　○版文政元［1818］年版―大谷・佛
教・龍谷・龍谷写字台、刊年不明―西山短大・龍谷　○参仏教大辞彙、大谷大学図
書館（編）［1925］、龍谷大学図書館（編）［1929］、大谷大学図書館（編）

［1932］、仏書解説大辞典、浄土宗西山派学匠著述目録、直海玄洋・大田利生
（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、佛教大学仏教文化研究所
（編）［1980］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

亮範（?-1852） 
49.『往生論註管窺鈔』○巻3 ○別往生論註管窺抄、往生論註巻上管窺鈔、往生論註上

管窺鈔、浄土論註管窺鈔、論註管窺鈔 ○写写年不明―大谷　○参浄土宗西山派学匠著
述目録、国書総目録、大谷大学図書館（編）［1967］、神子上恵龍［1969］、日
野慶之・弘中満雄［2008］○備浄土宗西山派学匠著述目録「愛知、宝樹院蔵」 

 
1-1-3.九品寺流 
長西（1184-1266） 
50.『浄土論注要文抄』○巻2 ○別往生論註巻上要文抄、往生論註疑芥、往生論註光明

抄、浄土論註要文抄、註疑芥、註論抄、長西論註鈔、論註疑芥、論註上巻釈 ○写

文永6［1269］年写―金沢文庫（永源写）○参龍谷大学図書館（編）［1935］、金
沢文庫（編）［1939］、戸松憲千代［1942］、峰島旭雄［1962］、国書総目録、
文化庁文化財部美術学芸課［2006］、新纂浄土宗大辞典　○備龍谷大学図書館（編）
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［1935］：往生論註巻上要文抄、金沢文庫所蔵関係資料写真集ノ内 
空寂（12-13世紀頃） 
51.『浄土往生論註解鈔』○別往生論註鈔、浄土論註抄　○参蓮門類聚経籍録、学蔀必用

目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、仏教大辞彙、仏書解説大辞
典、浄土宗西山派学匠著述目録、峰島旭雄［1962］、国書総目録、日野慶之・弘
中満雄［2008］、新纂浄土宗大辞典 

 
1-1-4.その他 
慈脱（17-18世紀頃） 
52.『無量寿経論註科釈』○巻14 ○別往生論註科釈、往生論註科尺、無量寿経論注科

釈、論註科釈、論注科釈　○成元禄16［1703］年　○版享保4［1719］年版―大谷林
山・大正・龍谷写字台、刊年不明―大正　○参往生論註正義叙説、蓮門類聚経籍録、
学蔀必用目録、浄土宗経論章疏録、三星与市（編）［1928］、仏書解説大辞典、
龍谷大学図書館（編）［1935］、峰島旭雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）

［1963］、宗典目録、国書総目録、神子上恵龍［1969］、大谷大学図書館（編）
［1984］、日野慶之・弘中満雄［2008］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版　○備龍谷
大学図書館（編）［1935］：刊写不明―龍谷（分類：2431、番号41、14巻　慈脱　
享保3［1718］年） 

直西（18世紀頃） 
53.『往生論註事義講弁』○巻7 ○別往生論註事義海弁　○成宝暦［1751~1764］年間 ○写

文久2［1862］年写―大正　○参往生論註正義叙説、三星与市（編）［1928］、仏
書解説大辞典、峰島旭雄［1962］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶
之・弘中満雄［2008］ 

恵天（18世紀頃） 
54.『浄土論註反切義』○巻1 ○別浄土論注反切義、反切義　○成寛政3［1791］年　○版寛

政3［1791］年版―大阪府・大谷・龍谷　○参大谷大学図書館（編）［1925］、仏書
解説大辞典、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍

［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
庸空（19世紀頃） 
55.『論註玄談』○巻1　○成嘉永元［1848］年 ○写写年不明―西山短大　○参浄土宗西山

派学匠著述目録、国書総目録、武田龍精（編）［2008］ 
56.『論註纂釈』○巻8　○成天保15［1844］年 ○写写年不明―西山短大　○参浄土宗西山

派学匠著述目録、国書総目録、武田龍精（編）［2008］ 
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玄了（生没年不詳） 
57.『無量寿経優婆提舎註管解』○巻10 ○写写年不明―西山短大　○参浄土宗西山派学匠

著述目録、国書総目録、武田龍精（編）［2008］ 

1-2.浄土真宗 
1-2-1.浄土真宗本願寺派 
知空（1634-1718） 
58.『無量寿経論註翼解』○巻9 ○別往生論註翼解、浄土論註翼解、註翼解、分科論註

翼解、論註翼解、翼解　○成明暦3［1657］年　○版明暦3［1657］年版―大谷、寛
文元［1661］年版―大谷・大谷圓光寺・大谷林山・金沢暁烏・西山短大・大
正・千葉・東洋哲学堂・同朋仏研・同朋仏研崇覚・ハーバード燕京・佛教・佛
教・龍谷・龍谷写字台、明治期版―西厳寺、刊年不明―大正・佛教・龍谷・龍谷
写字台　○参往生論註正義叙説、蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗
教典志、一巻本浄土真宗教典志、真宗本願寺派学匠著述目録、浄土宗経論章疏
録、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、龍谷大学図書館（編）

［1926］、三星与市（編）［1928］、真宗学匠著述目録、大谷大学図書館（編）
［1932］、仏書解説大辞典、龍谷大学図書館（編）［1935］、河原静雄（編）
［1942］、峰島旭雄［1962］、金沢大学附属図書館［1963］、直海玄洋・大田利
生（共編）［1963］、宗典目録、国書総目録、大谷大学図書館（編）［1967］、神
子上恵龍［1969］、大谷大学図書館（編）［1972］、大正大学浄土学研究室（編）

［1978］、佛教大学仏教文化研究所（編）［1980］、大谷大学図書館（編）
［1984］、佛教大学図書館（編）［1988a］、佛教大学図書館（編）［1988b］、特
定コレクション目録編集委員会（編）［1997］ 

月筌（1671-1729） 
59.『往生論註遇哉鈔』○巻13 ○別論註遇哉鈔　○参三巻本浄土真宗教典志、一巻本浄土

真宗教典志、真宗本願寺派学匠著述目録、仏教大辞彙、真宗学匠著述目録、仏書
解説大辞典、峰島旭雄［1962］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・
弘中満雄［2008］ 

法霖（1693-1741） 
60.『論註聞集録』○巻2 ○別往生論註聞香記　○成元文5［1740］年 ○写元文5［1740］

年写―龍谷　○参河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、
神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備 日野慶之・弘中満雄

［2008］「（成）元文五年　写」 
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義教（1694-1768） 
61.『論註講録』○巻6 ○別往生論註講録、往生論註講義 ○写写年不明―龍谷　○参一巻本

浄土真宗教典志、真宗本願寺派学匠著述目録、仏教大辞彙、龍谷大学図書館
（編）［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、
峰島旭雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上
恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備 真宗人名辞典　付録：宝暦7

［1757］年・宝暦9［1759］年安居本講 
南麟（1696-1738） 
62.『往生論註啓講義』○巻9 ○別論註記 ○写写年不明―龍谷・龍谷写字台　○参三巻本浄

土真宗教典志、一巻本浄土真宗教典志、真宗本願寺派学匠著述目録、仏教大辞
彙、龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、河原
静雄（編）［1942］、峰島旭雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、
国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備真宗人名辞
典　付録：寛保2［1742］年安居本講 

観信（17-18世紀頃） 
63.『往生論註眼髄』○巻25 ○別論註眼髄　○参三巻本浄土真宗教典志、一巻本浄土真宗

教典志、真宗本願寺派学匠著述目録、仏教大辞彙、真宗学匠著述目録、仏書解説
大辞典、峰島旭雄［1962］、国書総目録、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

智暹（1702-1768） 
64.『浄土論註管闚』○巻5 ○別往生論註管闚、論註管闚、論注管闚　○成宝暦4［1754］

年 ○写写年不明―大谷・大谷林山（義範写）・龍谷　○参真宗本願寺派学匠著述目録、
大谷大学図書館（編）［1925］、龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述目
録、大谷大学図書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、
直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、大谷
大学図書館（編）［1984］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備真宗人名辞典　付
録：宝暦4［1754］年安居本講 

霊従（生没年不詳） 
65.『往生論註講義』○写 寛政3［1791］年写―大谷　○参 大谷大学図書館（編）
［1967］ 

功存（1720-1796） 
66.『往生論註下聞記』○巻1　○成寛政6［1794］年 ○写寛政7［1795］年写―龍谷　○参

河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、神子上恵龍
［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備真宗人名辞典　付録：寛政6［1794］
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年安居本講 
67.『浄土往生論註聞記』○巻2 ○別往生論註随聞記、往生論註聞記、論註随聞記 ○写

写年不明―龍谷写字台　○参仏教大辞彙、龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠
著述目録、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共
編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

68.『浄土論註聞記』○巻9 ○別往生論註風航記、往生論註聞記、風航記、論註風航記　

○成明和7［1770］年 ○写写年不明―龍谷写字台（智遠記）○参一巻本浄土真宗教典
志、真宗本願寺派学匠著述目録、仏教大辞彙、龍谷大学図書館（編）［1926］、
真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、峰島旭雄

［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍
［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備真宗人名辞典　付録：明和8［1771］
年安居本講 

衆鎧（1727-1809） 
69.『浄土論註小泉音義』○別論註小泉音義 ○写写年不明―龍谷　○参直海玄洋・大田利

生（共編）［1963］、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
崇廓（1729-1786） 
70.『浄土論註疏』○巻5 ○別往生論註聞書、往生論註疏、註論疏、論註記、論註講録、

論註疏 ○写 写年不明―大谷瑞蓮寺・龍谷・龍谷写字台（俊英記録）○成 天明2
［1782］年　○活浄土論註疏（明治32［1899］年）○参三巻本浄土真宗教典志、一
巻本浄土真宗教典志、真宗本願寺派学匠著述目録、仏教大辞彙、大谷大学図書館

（編）［1925］、龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大
辞典、河原静雄（編）［1942］、峰島旭雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）

［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、大谷大学図書館（編）［1984］、大
谷大学図書館（編）［1998］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備往生論註疏附：玄
義、分科 

慧雲（1730-1782） 
71.『往生論註解義文

ママ

開合七科図』○巻1 ○別往生論註解義分開合七科図 ○写写年不明
―龍谷　○参龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、
河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神
子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

72.『往生論註服宗記』○巻6 ○別往生論註服宗録、浄土論註服宗記、註論講録、註論
服宗記、論註服宗記、論註服宗録　○成天明2［1782］年 ○写天明2［1782］年写
―大谷・龍谷、写年不明―大谷・大正・龍谷・龍谷写字台　○版刊年不明―龍谷　○活
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真宗全10　○参三巻本浄土真宗教典志、一巻本浄土真宗教典志、真宗本願寺派学匠
著述目録、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、龍谷大学図書館（編）

［1926］、三星与市（編）［1928］、真宗学匠著述目録、大谷大学図書館（編）
［1932］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、峰島旭雄［1962］、直海玄
洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、早島鏡正・
大谷光真［1987］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備真宗学匠著述目録「天明二
年代講を命ぜらるゝに当り「山県録」に改訂を加へたるもの。但し論註下巻録に
は未だ手を加へず」／真宗人名辞典　付録：天明2［1782］年安居本講 

73.『論註山懸録』○巻6 ○別往生論註講録、往生論註山県録、往生論註録、浄土論註
山県録、浄土論註山懸録、註論講録、注論講録、註論山県録、註論山懸録、論註
講録、論註山県録、論註録　○成安永7［1778］年 ○写安永7［1778］年写―大谷、
享和元［1801］年写―京都蔵経、文政6［1823］年写―龍谷、写年不明―龍谷　

○参真宗本願寺派学匠著述目録、仏教大辞彙、龍谷大学図書館（編）［1926］、真
宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、峰島旭雄［1962］、
直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、大谷大学図書館（編）

［1967］、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備真宗学匠著述目
録「安永七・八年に安芸山県に於て講ぜるもの。著者は特に論註の研究に尽せし
人」 

道隠（1741-1813） 
74.『往生論註聞書』○巻5 ○別浄土論註聞書、論註聞書 ○写写年不明―龍谷　○参仏教大

辞彙、龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、河
原静雄（編）［1942］、峰島旭雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）

［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
75.『往生論註聞記』○巻4 ○別往生論註記、浄土論註記 ○写写年不明―大谷瑞蓮寺　○参

真宗本願寺派学匠著述目録、大谷大学図書館（編）［1998］ 
柔遠（1742-1798） 
76.『往生論註随聞記』○巻1 ○別往生論註柔遠講記 ○写写年不明―龍谷　○参直海玄洋・

大田利生（共編）［1963］、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
77.『論註聴記』○巻4 ○別往生論注聞書、往生論註聴記、往生論註録、註侖巻上講録、

註論下巻講録、論註巻上講録、論注聞書、論註下巻講録、論註講録、論註上巻講
録、論註譜録　○成寛政8［1796］年 ○写寛政8［1796］年写―龍谷（開証記）、天
保15［1844］年写―大正、万延元［1860］年写―大谷（学然写）、写年不明―
大谷（2点のうち1点は一道写）・龍谷　○参真宗本願寺派学匠著述目録、仏教大辞
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彙、三星与市（編）［1928］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、国書総目録、
大谷大学図書館（編）［1967］、神子上恵龍［1969］、大谷大学図書館（編）

［1984］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
78.『侖註八番問答聴記』○別論註八番問答記 ○写天保15［1844］年写―龍谷（慈雲

写） 
古貫（18世紀頃） 
79.『浄土論註聴記』○成明和3［1766］年　○参真宗学匠著述目録　○備真宗人名辞典　付

録：明和3［1766］年安居本講 
環中（1742-1806） 
80.『浄土論註講録』○巻4　○参真宗学匠著述目録 
81.『浄土論註録』○巻6　○参真宗学匠著述目録 
履善（1754-1819） 
82.『浄土論註義枢』○巻2 ○別往生論註義枢、論註義枢　○成文化10［1813］年 ○写大

正12［1923］年写―大谷、昭和2［1927］年写―龍谷、写年不明―京都蔵経　

○参真宗本願寺派学匠著述目録、仏教大辞彙、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞
典、龍谷大学図書館（編）［1935］、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利
生（共編）［1963］、国書総目録、大谷大学図書館（編）［1967］、神子上恵龍

［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
大瀛（1759-1804） 
83.『浄土往生論註随聞略記』○巻2 ○別浄土論註随聞略記、論注大瀛師吼説 ○写写年

不明―大谷　○参大谷大学図書館（編）［1967］ 
84.『無量寿経論註原要』○巻6 ○別往生論註原要、浄土論註原要、論註原要、論註原

要記　○成寛政5［1793］年 ○写写年不明―大谷・龍谷（自筆本）○活真宗全10　○参真
宗本願寺派学匠著述目録、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、龍谷大
学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、河原静雄（編）

［1942］、峰島旭雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目
録、大谷大学図書館（編）［1967］、神子上恵龍［1969］、早島鏡正・大谷光真

［1987］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備真宗学匠著述目録「寛政五年著。註上
巻不虚作住持功徳までにて了る」 

雲幢（1759-1824） 
85.『往生浄土論註聴記』○巻1 ○別往生論註玄譚、往生論註玄談　○成文政2［1819］

年 ○写 文政2［1819］年写―龍谷、写年不明―大正　○参 龍谷大学図書館（編）
［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海玄
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洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、大正大学浄
土学研究室（編）［1978］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備大正大学浄土学研究
室（編）［1978］「写　安永6年」 

僧叡（1762-1826） 
86.『往生論註海岸記』○巻2 ○別往生論註海岸説、浄土論註海岸記、論註海岸記、論

註海岸説 ○写明治45［1912］年写―龍谷（顕珠写）、写年不明―京都蔵経・龍谷
（前田慧雲写）○参真宗本願寺派学匠著述目録、仏教大辞彙、龍谷大学図書館（編）
［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、龍谷大学図書館（編）［1935］、
河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神
子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

87.『往生論註顕筌』○参真宗学匠著述目録　○備真宗学匠著述目録「往生論註顕筌（未
完）」 

大濤（?-1826） 
88.『他利利他弁』○成文化9［1812］年　○活真宗全56　○参真宗学匠著述目録　○備真宗

学匠著述目録「他利々他の問題より進んで論註の大意に通暁せしむ」／真宗人名
辞典　付録：文化9［1812］年安居本講 

芳英（1763-1828） 
89.『往生論註巻下聞記』○別往生論註巻下随聞記、論註記　○成文化10［1813］年

○写写年不明―龍谷（等曜写） 
性海（1765-1838） 
90.『侖註論結記』○巻3 ○別論註覈本崔精録、論註下巻崔決録　○成嘉永4［1851］年

○写嘉永5［1852］年写―龍谷 
玄粛（1768-1841） 
91.『論註聴記』○巻2　○参真宗学匠著述目録 
92.『論註八番問答記』○巻1 ○別八番問答註論宝炬記、論註八番問答宝炬記　○成天保4
［1833］年 ○写 写年不明―龍谷（霊瑞記）○参 直海玄洋・大田利生（共編）
［1963］、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

浄眼（1768-1845） 
93.『往生浄土論註随聞記』○巻4 ○別往生論註随聞記、浄土論註随聞記、論註随聞記　

○成天保元［1830］年 ○写写年不明―大谷・龍谷写字台（宝雲筆記）○参仏教大辞
彙、龍谷大学図書館（編）［1926］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、
直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野
慶之・弘中満雄［2008］○備真宗人名辞典　付録：天保元［1830］年安居本講 
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曇龍（1769-1841） 
94.『浄土論註海浅録』○巻3 ○別論註海浅録　○参真宗本願寺派学匠著述目録、真宗学

匠著述目録、仏書解説大辞典、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘
中満雄［2008］ 

95.『浄土論註玄談余科』○別往生論註玄談、観経口授并浄土侖玄談余科 ○写嘉永4
［1851］年写―大谷林山（聞号『観経口授』と合綴）○参大谷大学図書館（編）
［1984］ 

僧朗（1769-1851） 
96.『往生論註丙子記』○巻6 ○別往生論註録、浄土論註丙子記、註論丙子記　○成文化

13［1816］年 ○写文化13［1816］年写―大谷・龍谷（自筆本）、文久3［1863］
~元治元［1864］年写―龍谷（僧慧写）○参真宗本願寺派学匠著述目録、仏教大辞
彙、龍谷大学図書館（編）［1926］、新潟県立図書館（編）［1929］、大谷大学図
書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田
利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄

［2008］ 
97.『論註八番問答聴記』○巻1 ○別往生論註八番問答聴記 ○写写年不明―龍谷　○参龍谷

大学図書館（編）［1926］、新潟県立図書館（編）［1929］、河原静雄（編）
［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍
［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

義諦（1771-1822） 
98.『往生論註八番問答預聴記』○巻2 ○別往生論註八番問答記録、往生論註八番問答

聞記、八番問答聞記、論註上八番問答聞記、論註八番問答、論註八番問答聞記　

○成 文政4［1821］年 ○写 文政4［1821］年写―龍谷写字台（超然筆）、文政9
［1826］年写―龍谷、写年不明―京都蔵経（道振『七祖大綱昭穆作逑決』に収
録）○参龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、直
海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶
之・弘中満雄［2008］○備国書総目録「○写谷中文庫」 

道振（1773-1824） 
99.『往生論註覈本決』○巻5 ○別浄土論註覈本決、論註覈本決 ○写文政6［1823］年

写―大谷、写年不明―京都蔵経・龍谷　○活真叢5　○参真宗本願寺派学匠著述目録、
仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、龍谷大学図書館（編）［1926］、真
宗学匠著述目録、大谷大学図書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、龍谷大学図
書館（編）［1935］、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）
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［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、早島鏡正・大谷光真［1987］、日
野慶之・弘中満雄［2008］ 

100.『往生論註聴記』○巻1 ○別往生論註巻之下随聴記、往生論註八江記　○成文政5
［1822］年 ○写写年不明―龍谷　○参河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生
（共編）［1963］、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

101.『註論宗体弁聞記』○別註論宗体並五門説、論註宗体並五門説 ○写写年不明―京
都蔵経（編者未詳『雑輯』に収録）・龍大（2点のうち1点は編者未詳『大瀛小部
集』に収録、1点は前田慧雲（編）『宗要小品』後編　下に収録）○参龍谷大学図書
館（編）［1926］、真宗学匠著述目録、龍谷大学図書館（編）［1935］、河原静雄

（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍
［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

102.『註論八番問答聴記』○別論註八番問答 ○写嘉永2［1849］年写―大谷（編者未
詳『芸秘録』に収録・淳龍写）○参大谷大学図書館（編）［1967］ 

普厳（1775-1835） 
103.『往生論註聴記』○巻3　○別論註聴記　○成文政9［1826］年 ○写写年不明―龍谷写

字台　○参 龍谷大学図書館（編）［1926］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）
［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍
［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備真宗人名辞典　付録：文政9［1826］
年安居副講 

104.『往生論註服原記』○巻6　○別往生論註服源記、論註服原記　○成文政10［1827］
年 ○写写年不明―龍谷　○版刊年不明―龍谷　○参仏教大辞彙、真宗学匠著述目録、河
原静雄（編）［1942］、峰島旭雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）

［1963］、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備真宗学匠著述目
録「下巻起観生信に止る。慧雲の「服宗記」大瀛の「原要」の後を継いで更に師
説を発揮するの意を以て両書の首字を取り本書の題とす」 

印定（1777-1851） 
105.『往生論註聞記』○巻2　○別往生論註聞書、往生論註講録、論註上巻聞記、論註

聴記、論註八番問答記、侖註八番問答章　○成天保4［1833］年 ○写写年不明―龍
谷　○参真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・
大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中
満雄［2008］ 

巧便（1782-1851） 
106.『論註成弁録』○巻8　○参真宗学匠著述目録 
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107.『論註録並再考』○巻2　○参真宗学匠著述目録 
持浄（1783-1859） 
108.『往生論註玄談』○巻6　○別往生論註記聴記、往生論註聴記、浄土往生論註聴記、

浄土論註聴記、論註聴記　○成嘉永3［1850］年 ○写嘉永3［1850］年写―大谷林
山（橘文祐・坂野栄照写）、写年不明―龍谷・横浜市三枝　○参国書総目録、大谷大
学図書館（編）［1984］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

目云（1784-1841） 
109.『論註講録』○巻7　○参真宗学匠著述目録 
慧麟（1788-1869） 
110.『論註庚寅記』○巻4　○参真宗本願寺派学匠著述目録、新潟県立図書館（編）
［1929］、真宗学匠著述目録、国書総目録、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

南渓（1790-1873） 
111.『往生論註助忘記』○巻3　○別往生論註聴記、論註聴記 ○写文政7［1824］年写―

龍谷　○参直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、神子上恵龍［1969］、日野慶之・
弘中満雄［2008］ 

112.『浄土論註伝灯録』○巻5　○参真宗学匠著述目録 
宝雲（1791-1847） 
113.『往生論註筆記』○巻2　○別優婆提舎願生偈註筆記、浄土論註筆記 ○写写年不明―

龍谷　○活真宗全10　○参仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、龍谷大学図書
館（編）［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、河原静雄（編）

［1942］、峰島旭雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目
録、神子上恵龍［1969］、早島鏡正・大谷光真［1987］、日野慶之・弘中満雄

［2008］ 
114.『往生論註聞記』○写写年不明―龍谷（前田慧雲写）○参河原静雄（編）［1942］、

直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野
慶之・弘中満雄［2008］ 

115.『往生論註湧泉』○巻1　○別往生論註記湧泉 ○写写年不明―龍谷　○参龍谷大学図書
館（編）［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、河原静雄（編）

［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍
［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

聞生（1792-1859） 
116.『論註会録』○巻3　○参真宗学匠著述目録 
龍護（1793-1856） 
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117.『浄土論註提要』○巻2　○別論註提要　○成弘化2［1845］年 ○写昭和10［1935］年
写―大谷林山（林山琴枝写）○参国書総目録、神子上恵龍［1969］、大谷大学図書
館（編）［1984］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

118.『論註他利々他深義聞記』○写写年不明―大谷林山　○参国書総目録、大谷大学図
書館（編）［1984］、武田龍精（編）［2008］ 

行照（1794-1862） 
119.『往生論註記』○巻2　○別往生論註下巻記、往生論註上巻記、往生論註聴記　○成天

保4［1833］年 ○写写年不明―龍谷（了幻書）○参河原静雄（編）［1942］、直海玄
洋・大田利生（共編）［1963］、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄

［2008］ 
120.『往生論注研解』○巻6　○別往生論註覈義、往生論註研解、往生論註講義、往生

論註筆受、論註筆受、論注筆受　○成嘉永2［1849］年 ○写嘉永2［1849］年写―
龍谷（脩教筆）○参龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説
大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総
目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

月珠（1795-1856） 
121.『論註南越録』○巻2　○別往生論註記、往生論註南越録、南越録往生論註、論註

記 ○写弘化4［1847］年写―大谷、明治14［1881］年写―龍谷（中尾勇健写）、
明治18［1885］年写―龍谷（前田慧雲写）、明治23［1890］年写―大谷林山、
明治26［1893］年写―龍谷（大熊貫練写）、写年不明―龍谷　○参真宗本願寺派学
匠著述目録、仏教大辞彙、龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述目録、
仏書解説大辞典、龍谷大学図書館（編）［1935］、河原静雄（編）［1942］、直海
玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、大谷大学
図書館（編）［1984］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

学心（19世紀頃） 
122.『往生論註聞書』○成天保3［1832］年 ○写天保3［1832］年写―大谷林山（自

筆本）○参大谷大学図書館（編）［1984］ 
123.『往生論註文化録』○巻2　○別往生論註文化録草稿　○成文化14［1817］年 ○写文化

14［1817］年写―大谷林山（自筆本）○参国書総目録、神子上恵龍［1969］、大
谷大学図書館（編）［1984］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

124.『論註講林』○巻2　○別論註講林弘化録　○成文化3［1806］年 ○写文化3［1806］
年写―大谷林山（自筆本）○参国書総目録、大谷大学図書館（編）［1984］、日野
慶之・弘中満雄［2008］ 
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塞淵（1800-1861） 
125.『往生論註講録』○巻2　○参真宗学匠著述目録 
断鎧（?-1869） 
126.『往生論註慶卯録』○巻1　○別往生論註録、浄土論註録、論註慶卯録、論註録 ○写

写年不明―龍谷　○参真宗本願寺派学匠著述目録、龍谷大学図書館（編）［1926］、
真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田
利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄

［2008］ 
遠藤玄雄（1804-1881） 
127.『往生論註聴記』○巻3　○別往侖註随聞記、論註聴記　○成慶応3［1867］年 ○写明

治元［1868］年写―龍谷、写年不明―龍谷　○参仏教大辞彙、仏書解説大辞典、龍
谷大学図書館（編）［1935］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、神子上恵龍

［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備真宗人名辞典　付録：慶応3［1867］
年安居本講 

松島善譲（1806-1886） 
128.『往生論注上巻部論決』○別論題記、論注二巻鈔、論註二巻抄自録、論註二巻

抄論題記 ○写嘉永5［1852］年写―龍谷（南英写） 
129.『往生論註聴記』○巻5　○別浄土往生論註聴記、論註聴記、侖註聴記　○成文久2
［1862］~元治元［1864］年 ○写文久2［1862］~元治元［1864］年写―龍谷、
写年不明―龍谷　○参仏教大辞彙、龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述目
録、仏書解説大辞典、龍谷大学図書館（編）［1935］、河原静雄（編）［1942］、
峰島旭雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上
恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

130.『善譲師論註記跋』○写写年不明―龍谷（編者未詳『見聞随記』に収録） 
131.『論註会録』○巻5　○別前豊奇談、論註上巻会録 ○写嘉永6［1853］年写―龍谷
（編者未詳『易行品浄土侖論題記』に収録）、写年不明―大谷林山（福田行忍写）

○参大谷大学図書館（編）［1984］ 
132.『論註記』○巻6　○参真宗本願寺派学匠著述目録、直海玄洋・大田利生（共編）
［1963］、神子上恵龍［1969］、武田龍精（編）［2008］ 

133.『論註生信録』○巻5 ○写昭和5［1930］年写―龍谷　○参仏書解説大辞典、龍谷大
学図書館（編）［1935］、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）

［1963］、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
134.『論註大綱聴記』○巻1　○別往生論註大綱聴記、論注大綱聴記 ○写写年不明―龍谷　

（55）

曇鸞研究の歴史と現状



○参龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、河原静
雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、神子上恵龍［1969］、
日野慶之・弘中満雄［2008］ 

135.『論註八番問答記』○巻1 ○写写年不明―龍谷　○参仏書解説大辞典 
野村了祐（1810-1889） 
136.『往生浄土論註聴記』○巻1　○別論註随聞記　○成弘化2［1845］年 ○写写年不明―

龍谷　○参仏書解説大辞典、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、神子上恵龍
［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

了厳（1811-1866） 
137.『往生論注八番問答記』○別往生論註八番問答記、浄土論註八番問答記　○成弘化

2［1845］年 ○写写年不明―大谷　○参大谷大学図書館（編）［1967］ 
藤井宣界（1811-1890） 
138.『往生論註嘉永録』○成嘉永［1848~1855］年間　○参真宗本願寺派学匠著述目

録、新潟県立図書館（編）［1929］、真宗学匠著述目録　○備真宗本願寺派学匠著述
目録「未完」 

菊池無涯（1816-1883） 
139.『往生論註講義』○巻2　○成慶応3［1867］年 ○写慶応3［1867］年写―大谷（玄

門写）○参大谷大学図書館（編）［1967］ 
桐渓印順（1818-1889） 
140.『論註略讃』○参真宗学匠著述目録 
東陽円月（1818-1902） 
141.『往生論註愚哉録』○参真宗学匠著述目録 
142.『往生論註略解』○巻2　○別浄土論註略解、論註略解 ○写写年不明―龍谷　○活真宗

全16　○参 仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、龍谷大学図書館（編）
［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、峰島旭
雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍

［1969］、早島鏡正・大谷光真［1987］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備八番問
答己丑録（往生論註略解附録） 

北畠道龍（1820-1907） 
143.『往生論注会読』○巻1　○別往生論註会談、往生論注会談、往生論註会録、論注

自録　○成安政2［1855］年 ○写安政2［1855］年写―龍谷　○参龍谷大学図書館（編）
［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海玄
洋・大田利生（共編）［1963］、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄
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［2008］ 
足利義山（1824-1910） 
144.『論註下巻釈文撮要』○巻1　○別往生論註下巻釈文撮要 ○写写年不明―龍谷　○参仏

教大辞彙、龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、
河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、神子上恵龍

［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
松浦僧梁（1841-1922） 
145.『往生論註侖題』○巻1　○別 往生論註論題聴記　○成 安政4［1857］年 ○写 安政4
［1857］年写―龍谷、写年不明―龍谷　○参仏書解説大辞典、直海玄洋・大田利生
（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄
［2008］ 

 
1-2-2.真宗大谷派 
円智（?-1669） 
146.『浄土論註分科』○巻2　○別浄土論註分科、論科、論註分科　○成寛文6［1666］年　

○版寛文6［1666］年版―大谷・大谷林山　○参大谷大学図書館（編）［1925］、大
谷派先輩著述目録、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、国書総目録、神子上恵
龍［1969］、大谷大学図書館（編）［1984］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

月感（1600-1674） 
147.『論註頭書』○巻2　○参大谷派先輩著述目録補遺 
噫慶（1641-1718） 
148.『論註聞書』○巻2　○別浄土論註聞書、論註上下聞書、論註惣説分聞書 ○写写年不

明―大谷　○活相伝義書17　○参大谷大学図書館（編）［1925］、大谷派先輩著述目
録、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日
野慶之・弘中満雄［2008］ 

慧空（1644-1721） 
149.『往生論註叢林誌』○巻7　○別往生論註林誌、浄土論註叢林誌、林誌、論註叢林

誌、論註林誌 ○写元禄12［1699］年写―大谷（義空写）、安永8［1779］年写―
三康椎尾（恵山写）、写年不明―金沢暁烏　○参三巻本浄土真宗教典志、一巻本浄土
真宗教典志、大谷大学図書館（編）［1925］、大谷派先輩著述目録、真宗学匠著
述目録、仏書解説大辞典、峰島旭雄［1962］、金沢大学附属図書館［1963］、国
書総目録、神子上恵龍［1969］、財団法人三康文化研究所附属三康図書館（編）

［1981］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
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150.『論註聞講』○巻2　○別浄土論註聞記、論註巻下註記、論註巻上弁記、論註註記、
論註弁記　○成 宝永4［1707］年 ○写 宝永4［1707］年写―大谷林山、昭和12

［1937］年写―大谷林山（三枝勇勝写）○参国書総目録、大谷大学図書館（編）
［1984］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

如晴（1651-1722） 
151.『十念私考』○巻1　○別浄土論註十念私考　○成延宝3［1675］年 ○写大正6［1917］

年写―大谷、昭和20［1945］年写―大谷林山（林山たつ子写）○参大谷大学図書
館（編）［1925］、大谷派先輩著述目録、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、
大谷派先輩著述目録補遺、国書総目録、神子上恵龍［1969］、大谷大学図書館

（編）［1984］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
空慧（1661-1746） 
152.『無量寿経論註風航鈔幷分科』○巻10　○別浄土論註風航鈔、浄土論註風航抄、浄

土論註風航鈔幷分科、浄土論註分科、論註風航鈔、論註分科　○成享保6［1721］
年 ○写享保6［1721］年写―大谷・大谷瑞蓮寺（勧龍写）・大谷博（自筆本）○参

大谷大学図書館（編）［1925］、大谷派先輩著述目録、真宗学匠著述目録、仏書
解説大辞典、国書総目録、大谷大学図書館（編）［1967］、神子上恵龍［1969］、
大谷大学図書館（編）［1998］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

一玄（1683-1746） 
153.『論註講記』○巻9　○成延享元［1744］年　○活相伝義書16・17、相伝叢書14・15　

○参相伝義書16・17、相伝叢書14・15 
円澄（1685-1726） 
154.『浄土論註玄談』○写宝永7［1710］年写―京都蔵経（円澄『無量寿経玄談』

と合綴）○参真宗学匠著述目録、大谷派先輩著述目録補遺、国書総目録、神子上恵
龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

155.『浄土論註考記』○巻2　○参真宗学匠著述目録、大谷派先輩著述目録補遺 
恵然（1693-1764） 
156.『往生論註科釈』○巻2　○別往生論註下巻科釈、往生論註上巻科釈、論註科釈 ○写

写年不明―大谷林山　○参大谷大学図書館（編）［1984］ 
157.『浄土論註義記膽明』○別浄土論註顕深義記膽明 ○写宝暦2［1752］年写―大谷

瑞蓮寺、写年不明―大谷林山（撰者未詳『浄土論註聞書』・撰者未詳『浄土論註
講義』と合綴）○参大谷派先輩著述目録補遺、大谷大学図書館（編）［1967］、大
谷大学図書館（編）［1984］、大谷大学図書館（編）［1998］ 

158.『浄土論註顕深義記』○巻5　○別往生論註顕深義記、顕深義記、浄土往生論註顕
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深義記、浄土論註顕溶義記、註義記、論註義記、論註顕深義記　○成 寛延元
［1748］年　○版寛延元［1748］年版―大谷、寛延3［1750］年版―大谷・大谷圓
光寺・金沢暁烏・九州・京都蔵経・大正・東海哲誠・東文研・東北福祉・同朋仏
研・同朋仏研崇覚・佛教・龍谷・龍谷写字台、寛政3［1791］年版―佛教・龍
谷、刊年不明―大谷林山・佛教　○参蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、三巻本浄土
真宗教典志、一巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、仏教大辞彙、大谷大学
図書館（編）［1925］、龍谷大学図書館（編）［1926］、三星与市（編）［1928］、
真宗学匠著述目録、大谷大学図書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、河原静雄

（編）［1942］、峰島旭雄［1962］、金沢大学附属図書館［1963］、直海玄洋・大
田利生（共編）［1963］、宗典目録、国書総目録、神子上恵龍［1969］、東海学
園女子短期大学図書館（編）［1970］、大谷大学図書館（編）［1972］、佛教大学
仏教文化研究所（編）［1980］、大谷大学図書館（編）［1984］、早島鏡正・大谷
光真［1987］、佛教大学図書館（編）［1988a］、特定コレクション目録編集委員
会（編）［1997］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備真宗学匠著述目録「寛延元年
の著。論註他利々他の深義を顕はす」 

霊鳳（1695-1744） 
159.『往生論註解謗』○別解謗 ○写享保20［1735］年写―大谷圓光寺　○参真宗学匠著

述目録、大谷大学図書館（編）［1972］ 
円環（1696-1734） 
160.『浄土論註講録』○参真宗学匠著述目録、大谷派先輩著述目録補遺 
慧琳（1715-1789） 
161.『浄土論註顕深義記伊蒿鈔』○巻5　○別往生論註顕深義記伊蒿鈔、論註顕深義記

伊蒿鈔　○成宝暦9［1759］年 ○写宝暦9［1759］年写―大谷博（自筆本）、写年不
明―京都蔵経、龍谷　○活真大6・7　○参大谷大学図書館（編）［1925］、大谷派先輩
著述目録、龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、
河原静雄（編）［1942］、峰島旭雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）

［1963］、国書総目録、大谷大学図書館（編）［1967］、神子上恵龍［1969］、早
島鏡正・大谷光真［1987］○備真宗学匠著述目録「師慧然の「顕深義記」に就き
て講じ、且つ「義記」の上版以後に於ける慧然の新案を掲げたるところ多々あ
り」、大谷大学図書館（編）［1925］「八巻　恵然記慧琳鈔（片写）／宝暦九（自
著自筆）」（記号：宗甲、番号：16）／真宗人名辞典　付録：宝暦8［1758］~9

［1759］年次講 
162.『他利利他深義』○別他利々他深義、他利々他深義外雑録、利他義宗要　○成明和
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6［1769］年 ○写明和7［1770］年写―大谷（撰者未詳『雑録数編』と合綴）○活

真宗全56　○参真宗学匠著述目録　○備真宗学匠著述目録「論註の真髄たる他利々他
の要義につき最も明快なる解釈を施す」 

随慧（1722-1782） 
163.『浄土論註略記』○巻12　○別浄土論註顕示鈔、浄土論註随聞記、論註顕示鈔、論

註随聞記、論註略記　○成安永4［1775］年 ○写安永4［1775］年写―大谷、文化8
［1811］年写―東北狩野、写年不明―大谷　○参大谷大学図書館（編）［1925］、大
谷派先輩著述目録、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、大谷派先輩著述目録　
補遺、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備真宗
人名辞典　付録：安永4［1775］年安居次講 

慧敞（?-1793） 
164.『論註助講』○成天明5［1785］年　○参大谷派先輩著述目録補遺　○備真宗人名辞

典　付録：天明5［1785］年安居次講 
慧巘（?-1796） 
165.『論註義記講肆随筆』○巻4　○別義記講肆記聞、注論義記講肆随筆、論注義記講

肆記聞、論注義記講肆随筆 ○写宝暦5［1755］年写―大谷香月院　○参大谷大学図
書館（編）［1970］ 

厳蔵（18世紀頃） 
166.『論註服膺』○巻5　○参大谷派先輩著述目録補遺 
真覚（18世紀頃） 
167.『浄土論註聞書』○巻2　○成寛延2［1749］年 ○写明和3［1766］年写―大谷 
168.『註論聞書草稿』○巻4　○別論註聞書草稿　○成寛延元［1748］~2［1749］年 ○写

寛延元［1748］~2［1749］年写―大谷林山（円詮写）、昭和24［1949］年写
―大谷林山（林山たつ子写）○参大谷大学図書館（編）［1984］ 

169.『註論入科会解』○巻2　○成寛延元［1748］~2［1749］年頃　○活相伝義書15、相
伝叢書12・13　○参相伝義書15、相伝叢書12・13 

宝厳（18世紀頃） 
170.『往生論註聴記』○参真宗学匠著述目録、大谷派先輩著述目録補遺 
大安（?-1803） 
171.『往生論註下』○写天保15［1844］年写―龍谷 
172.『往生論註券疏』○巻4　○別論注券疏、論注疏 ○写写年不明―大谷　○参仏書解説大

辞典、大谷大学図書館（編）［1932］、国書総目録、日野慶之・弘中満雄
［2008］ 
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173.『往生論註玄筌』○別浄土論註玄筌、玄筌 ○写写年不明―大谷　○参大谷大学図書
館（編）［1932］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄

［2008］ 
174.『往生論注私科』○別往生論註私科、浄土論註私科　○成寛政4［1792］年 ○写寛

政4［1792］年写―大谷　○別浄土論註私科　○参仏書解説大辞典、大谷大学図書館
（編）［1932］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

宝月（1737-1805） 
175.『論註考決』○巻5　○別浄土論註義決、浄土論註考決　○参大谷派先輩著述目録、真

宗学匠著述目録、大谷派先輩著述目録補遺 
深励（1749-1817） 
176.『浄土論註講義引文』○巻1　○別往生論註引文、往生論註文、浄土往生論註引文、

浄土論註引文、論註引文　○成寛政5［1793］年 ○写寛政5［1793］年写―金沢暁
烏（恵温写）、文化4［1807］年写―龍谷、文化5［1808］年写―龍谷　○参龍谷
大学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、大谷派先輩著
述目録補遺、河原静雄（編）［1942］、金沢大学附属図書館［1963］、直海玄
洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］○備真宗人名辞
典　付録：寛政5［1793］年安居本講 

177.『註論講苑』○巻12　○別〔上下巻〕往生論註講義、往生論註講述、往生論註講録
聴記、往生論註随聞記、往生論註聴記、往生論註筆記、往生論註聞記、香月院論
註講述、浄土往生論註随聞記、浄土往生論註筆記、浄土往生論註録、浄土論註
記、浄土論註聞書、浄土論註講義、浄土論註講述、浄土論註講説、浄土論註聴
記、浄土論註筆記、浄土論註聞記、註論講義、論註記、論註義、論注下月院、論
註講苑、論註講義、論註講録、論註講録聴記、論註随聞記、論註聴記、論註録

〔上巻〕浄土論註巻上講義、浄土論註上巻講義、浄土論註上巻聞誌、浄土論註上
之巻講説、浄土論註上聞誌、浄土論註丁卯光

ママ

月院講説随聞記、浄土論註丁卯随聞
記、浄土論註聞誌上巻、論註記上、論註上記〔下巻〕往生論註下記、往生論註戊
辰録、浄土論註巻下記、浄土論註巻下講義、浄土論註下巻講義、浄土論註下戊辰
記、浄土論註続講記、論註記下、論註下巻記、論注下月院、論註解義分録、論註
下聴記、論註講義下巻、論註続講記、論註能義分録　○成 文化4［1807］~5

［1808］年 ○写文化4［1807］~5［1808］年写―大谷香月院（自筆本）、文化5
［1808］年写―大谷瑞蓮寺（下巻）、文化6［1809］~7［1810］年写―三康椎尾
（円静写）、文化9［1812］年写―龍谷（上巻）、天保11［1840］年写―大谷林
山、天保15［1844］年写―大谷瑞蓮寺（上巻）、明治3［1870］年写―大谷
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（上下巻・建幢写）、明治24［1891］年写―大谷（上巻）、写年不明―大谷（上
下巻、下巻）・大谷圓光寺（上巻、下巻［樋口龍温写］）・金沢暁烏（下巻）・龍谷

（上下巻、その他）○活往生論註講述（明治30［1897］年）、浄土論註講義（昭和
48［1973］年）、続真大2・3　○参大谷大学図書館（編）［1925］、大谷派先輩著
述目録、龍谷大学図書館（編）［1926］、仏教大辞彙、三星与市（編）［1928］、
真宗学匠著述目録、大谷大学図書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、龍谷大学
図書館（編）［1935］、大谷派先輩著述目録補遺、河原静雄（編）［1942］、峰島
旭雄［1962］、金沢大学附属図書館［1963］、直海玄洋・大田利生（共編）

［1963］、国書総目録、大谷大学図書館（編）［1967］、神子上恵龍［1969］、大
谷大学図書館（編）［1970］、大谷大学図書館（編）［1972］、財団法人三康文化
研究所附属三康図書館（編）［1981］、大谷大学図書館（編）［1984］、早島鏡
正・大谷光真［1987］、大谷大学図書館（編）［1998］、日野慶之・弘中満雄

［2008］○備真宗人名辞典　付録：文化4［1807］~5［1808］年安居本講／龍谷
大学図書館（編）［1935］：刊写不明―龍谷（分類：1224、番号：研真） 

恵堅（生没年不詳） 
178.『浄土論註深義弁』○巻14　○別浄土論註深義録、深義弁、論註深義録 ○写文政元
［1818］~2［1819］年写―大谷（澹空写）○参大谷大学図書館（編）［1925］、大
谷派先輩著述目録、真宗学匠著述目録、国書総目録、日野慶之・弘中満雄

［2008］ 
宣明（1749-1821） 
179.『浄土論註引文』○巻2　○別往生論註引文、論註引文 ○写写年不明―京都蔵経・龍

谷　○参龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、大谷
派先輩著述目録補遺、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）

［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
180.『浄土論註聞書』○巻6　○別往生論註巻下聞書、往生論註聞書、往生論註随聞記、

浄土往生論註随聞記、浄土論註巻下聞書、浄土論註巻上聞書、浄土論註記、浄土
論註講義抜萃、浄土論註随聞記、浄土論註聞記、論註聞書、論註講義　○成文政2

［1819］年 ○写文政2［1819］年写―大谷（3点のうち1点は澄玄『浄土論註講
義』（論註聞書）と合綴）、写年不明―京都蔵経　○活真宗全11　○参大谷派先輩著述
目録、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、龍谷大学図書館（編）

［1926］、真宗学匠著述目録、大谷大学図書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、
河原静雄（編）［1942］、峰島旭雄［1962］、直海玄洋・大田利生（共編）

［1963］、国書総目録、大谷大学図書館（編）［1967］、神子上恵龍［1969］、早
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島鏡正・大谷光真［1987］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備真宗学匠著述目録
「文政二年著。慧然の「顕深義記」の奥義を発揮し、且つ独特の見解を述ぶるも
の多し」／真宗人名辞典　付録：文政2［1819］年安居本講 

正運（1749-1830） 
181.『往生論註自慶録』○巻4　○参真宗学匠著述目録 
182.『論註湖国録』○巻2 ○写写年不明―大谷（撰者未詳『往生論註紀聞』・撰者未詳
『往生論註釣玄』と合綴）・大谷林山　○参大谷大学図書館（編）［1967］、大谷大学
図書館（編）［1984］ 

慧剣（1760-1830） 
183.『註論相承分科』○巻2　○別浄土論註分科、論註分科 ○写寛政2［1790］年写―大

谷（慧剣『入出二門偈分科』と合綴）○参大谷大学図書館（編）［1932］、国書総
目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備相伝義書14・相伝
叢書12・13：寛延2［1749］年写―堺・真宗寺（真昭写） 

法海（1768-1834） 
184.『浄土論註講義』○巻4　○別往生論註講義、往生論註講録、往生論註丙子録、浄

土論註講録、浄土論註丙子録　○成 文化12［1815］~13［1816］年 ○写 文化13
［1816］年写―大谷（2点のうち1点は良因写）○参 大谷大学図書館（編）
［1925］、大谷派先輩著述目録、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、国書総目
録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備真宗人名辞典　付録：
文化12［1815］~13［1816］年安居次講 

法賢（1770-1849） 
185.『論註下巻法賢録』○写写年不明―大谷林山　○参国書総目録、大谷大学図書館
（編）［1984］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

徳龍（1772-1858） 
186.『浄土論註聴記』○別往生論註聞書、往生論註講義、往生論註聴記、浄土論註

講義、浄土論註壬子記、論註聴記、論註聞記　○成 嘉永5［1852］年 ○写 嘉永5
［1852］年写―大谷・大谷圓光寺、写年不明―大谷・龍谷　○参大谷大学図書館
（編）［1925］、大谷派先輩著述目録、真宗学匠著述目録、大谷大学図書館（編）
［1932］、仏書解説大辞典、龍谷大学図書館（編）［1935］、大谷派先輩著述目録　
補遺、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目
録、神子上恵龍［1969］、大谷大学図書館（編）［1972］、日野慶之・弘中満雄

［2008］○備 真宗人名辞典　付録：嘉永5［1852］年安居本講　○備 書名：嘉永5
［1852］年写―大谷（宗大2077・往生論註聴記）、嘉永5［1852］年写―大谷圓

（63）

曇鸞研究の歴史と現状



光寺（宗大7600・浄土論註聴記） 
大含（1773-1850） 
187.『浄土論註聞書』○巻12　○別往生論註聞書、往生論註講義、往生論註続講聞書、

浄土論註講義、浄土論註続講聞書　○成天保8［1837］~9［1838］年 ○写天保8
［1837］~9［1838］年写―大谷・龍谷、写年不明―龍谷　○参 大谷大学図書館
（編）［1925］、大谷派先輩著述目録、龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠
著述目録、仏書解説大辞典、大谷派先輩著述目録補遺、河原静雄（編）［1942］、
直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野
慶之・弘中満雄［2008］○備真宗人名辞典　付録：天保8［1837］~9［1838］年
安居本講 

霊暀（1775-1851） 
188.『浄土往生論註講義』○別往生浄土論註講義、往生論註聞記、浄土往生論註聞

記、浄土論註乙酉記、浄土論註講義、浄土論註講義録、浄土論註聞記、論註記、
論註聞書、論註講義、論註聴記、論註録　○成文政8［1825］年 ○写文政8［1825］
年写―大谷・大谷圓光寺（樋口龍温筆受）、嘉永5［1852］年写―大谷林山（慈
博写）、慶応2［1866］年写―龍谷　○版明治25［1892］年版―大谷・大谷林山・
金沢暁烏、明治30［1897］年版―大谷　○参大谷大学図書館（編）［1925］、大谷
派先輩著述目録、龍谷大学図書館（編）［1926］、大谷大学図書館（編）

［1932］、仏書解説大辞典、大谷派先輩著述目録補遺、河原静雄（編）［1942］、
金沢大学附属図書館［1963］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目
録、大谷大学図書館（編）［1967］、神子上恵龍［1969］、大谷大学図書館（編）

［1972］、大谷大学図書館（編）［1984］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備真宗
人名辞典　付録：文政8［1825］年安居次講 

良雄（1780-1839） 
189.『浄土論註下巻聞記』○別往生論註聞記、論註聞記　○成文政3［1820］年 ○写写

年不明―大谷林山（観明記）○参大谷大学図書館（編）［1984］ 
順芸（1785-1847） 
190.『論註科並私考』○巻1　○別往生論註科並私考　○参大谷派先輩著述目録、真宗学匠

著述目録 
澄玄（1787-1851） 
191.『浄土論註講義』○巻3　○別往生論註講記、往生論註聴記、往生論註聞記、浄土

論註記、浄土論註聞書、浄土論註義林、浄土論註下巻聞記、浄土論註講義抜萃、
浄土論註壬寅記、浄土論註聴記、浄土論註聞記、論註記、論註聞書、論註香雲
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記、論註香雲講義、論註講義、論註講録、論註壬寅録、論註聴記、論註聴書、論
註聞記　○成天保13［1842］年 ○写天保13［1842］年写―大谷（賢長筆受、峻成
誌、専良誌）、明治10［1877］年写―大谷圓光寺（樋口龍温筆記）、写年不明―
大谷（宣明『浄土論註聞書』（論註講義）と合綴）・大谷林山（観明記）・筑波・
龍谷　○参大谷大学図書館（編）［1925］、大谷派先輩著述目録、真宗学匠著述目
録、大谷大学図書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、国書総目録、大谷大学図
書館（編）［1967］、神子上恵龍［1969］、大谷大学図書館（編）［1972］、大谷
大学図書館（編）［1984］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備真宗人名辞典　付
録：天保13［1842］年安居次講／書名：天保13［1842］年写―大谷（宗大
2037・論註壬寅録、宗大3733・浄土論註講義、宗大5262・論註聴記） 

了祥（1788-1842） 
192.『浄土論註耳喰』○巻7　○別往生論註記、浄土論註解耳喰、論註科文、論註科文

記、論註耳喰、論註聞記 ○写昭和7［1932］年写―大谷林山（酒井恵行写）、写
年不明―大谷林山　○活浄土論註耳喰（昭和43［1968］年）○参国書総目録、大谷
大学図書館（編）［1984］、早島鏡正・大谷光真［1987］、日野慶之・弘中満雄

［2008］ 
善念（生没年不詳） 
193.『浄土論註講録』○巻1　○別往生論註講録 ○写安政7［1860］年写―龍谷　○参真宗

学匠著述目録、仏書解説大辞典、龍谷大学図書館（編）［1935］、大谷派先輩著
述目録補遺、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、神子上恵龍［1969］、日野
慶之・弘中満雄［2008］ 

峻成（生没年不詳） 
194.『論註講箋』○別浄土論註講箋、論註微考 ○写万延2［1861］年写―大谷（峻成

誌）○参仏書解説大辞典、大谷大学図書館（編）［1932］、国書総目録、神子上恵
龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

榛謙（1806-1865） 
195.『浄土論註講弁』○巻8　○参大谷派先輩著述目録、真宗学匠著述目録 
昇道（?-1869） 
196.『論註八番問答聴記』○巻1　○別論註八番問答章聴記　○成安政7［1860］年 ○写写

年不明―龍谷　○参仏書解説大辞典、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総
目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］○備写年不明―龍谷

「昇導述」、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］・神子上恵龍［1969］・日野慶
之・弘中満雄［2008］「昇導」 
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寿慶（生没年不詳） 
197.『論註要取録』○写 写年不明―大谷林山（智精写）○参 大谷大学図書館（編）
［1984］ 

霊什（生没年不詳） 
198.『往生論註下巻聞書』○別往生論註下聞書 ○写写年不明―大谷林山（霊導写）○参

大谷大学図書館（編）［1984］ 
調雲集（1817-1899） 
199.『浄土論註講述』○別 論註講述 ○写 写年不明―大谷　○参 大谷大学図書館（編）
［1967］ 

木津祐謙（1827-1875） 
200.『往生論註精義』○別註論鑽仰　○参大谷派先輩著述目録、真宗学匠著述目録 
牧浩然（?-1876） 
201.『論註八番問答録』○参大谷派先輩著述目録補遺 
202.『論註録』○巻2　○参大谷派先輩著述目録補遺 
樋口龍温（1800-1885） 
203.『正因報恩』○写写年不明―大谷圓光寺　○備大谷大学図書館古典籍データベース
（試行版）解説文「曇鸞が『往生論註』で説いた法性・方便の二種法身、および
信心正因称名報恩の義について、真宗大谷派の学僧香山院龍温が註釈したもの」 

岳崎正鈍（1836-1886） 
204.『往生論註略讃』○巻1　○参大谷派先輩著述目録、真宗学匠著述目録 
205.『註論指要』○巻4　○参大谷派先輩著述目録、真宗学匠著述目録 
相馬観梁（?-1908） 
206.『往生論註講録』○巻2　○別浄土論註講録 ○写写年不明―大谷　○参大谷大学図書館
（編）［1925］、真宗学匠著述目録、仏書解説大辞典、日野慶之・弘中満雄
［2008］ 

 
1-2-3.真宗高田派 
真慧（1434-1512） 
207.『浄土論註見聞』○別浄土論見聞　○成文明2［1470］年 ○写大正8［1919］年写

―大谷（山田文昭写）○参大谷大学図書館（編）［1967］ 
恵弁（?-1768） 
208.『実為身義』○巻1　○参高田派学匠著述目録 一、高田派学徒著述目録、真宗学匠

著述目録　○備真宗学匠著述目録「「論註」の実相身為物身の義を釈す」 

浄土真宗総合研究 18

（66）



忍阿（1787-1858） 
209.『論註随聞記』○巻9　○参真宗学匠著述目録 
稲垣湛空（1838-1890） 
210.『往生論註文義日章編』○巻1　○参学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、一巻

本浄土真宗教典志、仏書解説大辞典、峰島旭雄［1962］、日野慶之・弘中満雄
［2008］ 

 
1-2-4.真宗仏光寺派 
玄貞（17-18世紀頃） 
211.『浄土論註勧化講釈』○巻20　○別往生論註勧化講釈、浄土論註講釈、論註勧化講

釈、論註勧講、論註講釈　○成貞享4［1687］年　○版貞享4［1687］年版―大谷・
国文研・京都・佛教・龍谷・龍谷写字台　○参蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、三
巻本浄土真宗教典志、一巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、仏教大辞彙、
大谷大学図書館（編）［1925］、龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述目
録、大谷大学図書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、峰島旭雄［1962］、国書
総目録、神子上恵龍［1969］、佛教大学仏教文化研究所（編）［1980］、佛教大
学図書館（編）［1988a］、日野慶之・弘中満雄［2008］、浄土宗典籍目録　近世
篇　増補版 

杲馨英（1812-1875） 
212.『論註講義』○巻5　○別往生論註講義、論註講録 ○写大正8［1919］~9［1920］

年写―大谷（専誠写）○参真宗学匠著述目録、大谷大学図書館（編）［1967］ 
藤井慧暁（1834-1907） 
213.『論註管見録』○巻2　○参真宗学匠著述目録 
 
1-2-5.真宗木辺派 
行感（17-18世紀頃） 
214.『往生論註忘己鈔』○巻8　○参一巻本浄土真宗教典志、真宗学匠著述目録、仏書

解説大辞典、峰島旭雄［1962］、国書総目録、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
 
1-3.その他 
真空（1204-1268） 
215.『浄土往生論註解鈔』○巻6　○別往生論註鈔、論註鈔　○参往生論註正義叙説、蓮門

類聚経籍録、三巻本浄土真宗教典志、仏書解説大辞典、峰島旭雄［1962］、国書
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総目録、日野慶之・弘中満雄［2008］○備三巻本浄土真宗教典志「真空廻心の作。
『源流章』に出づ（原漢文）」 

凝然（伝）（1240-1321） 
216.『往生論註義』○巻2　○別往生註論義、註往生論義　○成正応元［1288］年 ○写文久

2［1862］年写―大正　○参 往生論註正義叙説、仏書解説大辞典、峰島旭雄
［1962］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、大正大学浄土学研究室（編）
［1978］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

廓秀（生没年不詳） 
217.『浄土論註口決』○巻2　○別往生論註聞書、往生論註口決、往生論注口決、論註

聞書 ○写天和4［1684］年写―龍谷写字台、写年不明―龍谷　○参龍谷大学図書館
（編）［1929］、仏書解説大辞典、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総
目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

霊空（1652-1739） 
218.『往生論註十念相続和解』○成享保12［1727］年　○参藤吉慈海［1973］ 
東日（17-18世紀頃） 
219.『真宗論註探賾』○巻1　○別真宗五会探賾、真宗探賾、真宗論注探賾、論註五会

真宗探賾、論注探賾　○成享保16［1731］年　○版享保16［1731］年版―秋田・大
谷・東洋哲学堂・佛教　○参蓮門類聚経籍録、浄土宗経論章疏録、仏教大辞彙、大
谷大学図書館（編）［1925］、仏書解説大辞典、国書総目録、特定コレクション
目録編集委員会（編）［1997］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

鳳霖（18世紀頃） 
220.『論註聞記』○巻2　○別論註聞書　○成元文［1736~1741］年間 ○写延享元［1744］

年写―大谷（上巻・恵閑写）、寛延3［1750］年写―大谷（下巻・恵閑写）○参大
谷大学図書館（編）［1967］ 

祐恵（18世紀頃） 
221.『論註鉤玄記』○写写年不明―大谷林山　○参国書総目録、大谷大学図書館（編）
［1984］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

禅定（生没年不詳） 
222.『往生論註一洗』○巻5　○別往生論註一洗叙談 ○写天明5［1785］年写―三康椎

尾、文政10［1827］年写―佛教　○参財団法人三康文化研究所附属三康図書館
（編）［1981］ 

諦秀（生没年不詳） 
223.『浄土論註顕深義記述成』○巻2　○別顕深義記述成、顕深義記速成 ○写寛政12
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［1800］年写―大谷林山　○参大谷大学図書館（編）［1984］ 
海潮（19世紀頃） 
224.『往生論註八番問答和解』○別浄土往生論註上八番問答和解、浄土往生論註八

番問答和解　○成嘉永元［1848］年 ○写嘉永元［1848］年写―大谷圓光寺　○参大谷
大学図書館（編）［1972］ 

崇信（19世紀頃） 
225.『論註八番問答聴記』○成文久2［1862］年 ○写文久2［1862］年写―龍谷（撰

者未詳『研論諸事記』と合綴）○参神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄
［2008］ 

喚命（19世紀頃） 
226.『論註大意略記』○巻1　○別論註玄談　○成元治元［1864］年 ○写元治元［1864］年

写―龍谷（真量記）○参仏書解説大辞典、龍谷大学図書館（編）［1935］、直海玄
洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・
弘中満雄［2008］ 

錦橋（19世紀頃） 
227.『浄土侖註八番問答聴記』○別往生論註八番問答聴記、八番問答講義、論註八

番問答、論註八番問答講義　○成慶応元［1865］年 ○写慶応元［1865］年写―大谷
林山（遠慶記）○参国書総目録、大谷大学図書館（編）［1984］、日野慶之・弘中
満雄［2008］ 

徳和（生没年不詳） 
228.『往生論註八番問答略鈔録』○写昭和7［1932］年写―大谷林山（法浄写）○参

大谷大学図書館（編）［1984］ 
智眼（生没年不詳） 
229.『註論八番問答大概鈔』○別註論八番問答耳啖録、註論八番問答大概録、論註

八番問答聴記 ○写昭和25［1950］年写―大谷林山（林山たつ子写）、写年不明―
龍谷　○参大谷大学図書館（編）［1984］ 

230.『註論問答鈔』○巻5　○別註論問答鈔 ○写昭和25［1950］年写―大谷林山（林山
透写）、昭和25［1950］~26［1951］年写―大谷林山（林山たつ子写）○参大谷
大学図書館（編）［1984］ 

義応（生没年不詳） 
231.『浄土論註照前記』○写 写年不明―大谷林山　○参 国書総目録、神子上恵龍
［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

松濤（生没年不詳） 
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232.『宗乗往生論註筆記』○写写年不明―佛教（萩原徹恩記） 
畠山爽（生没年不詳） 
233.『論註科文』○別往生論註科文 ○写写年不明―大谷林山（鈴木操写）○参大谷大学

図書館（編）［1984］ 
 
1-4.撰者未詳 
234.『往生論註科本』○写写年不明―大正　○参仏書解説大辞典、国書総目録、神子上

恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
235.『往生論註聞書』○巻2 ○写写年不明―龍谷　○参仏書解説大辞典、龍谷大学図書館
（編）［1935］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

236.『往生論註己未録』○巻1　○別往生浄土論註講録 ○写天保7［1836］年写―龍谷　

○参仏書解説大辞典、武田龍精（編）［2008］ 
237.『往生論註紀聞』○別論註紀聞　○成文政6［1823］年 ○写文政6［1823］年写―

大谷（撰者未詳『往生論註釣玄』・正運『論註湖国録』と合綴）○参大谷大学図書
館（編）［1967］ 

238.『往生論註疑論』○巻1　○参峰島旭雄［1962］ 
239.『往生論註私書』○巻7 ○写写年不明―大正　○参三星与市（編）［1928］、仏書解

説大辞典、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
240.『往生論註序文註釈』○巻1 ○写写年不明―龍谷写字台　○参龍谷大学図書館（編）
［1926］、仏書解説大辞典、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中
満雄［2008］ 

241.『往生論註随聴録』○巻6　○別浄土論註随聴録、論註随聴録、論注随聴録 ○写文政
10［1827］年写―大谷（遊履記）○参大谷大学図書館（編）［1925］、大谷大学
図書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日
野慶之・弘中満雄［2008］○備付録：遊履『他利利他深義考』 

242.『往生論註釣玄』○写写年不明―大谷（撰者未詳『往生論註紀聞』・正運『論註
湖国録』と合綴）○参大谷大学図書館（編）［1967］ 

243.『往生論註天正証得往生鈔』○巻2　○別正得往生鈔、浄土論註正得往生抄、浄土
論註証得往生抄、論註天正証得往生鈔　○参学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、
一巻本浄土真宗教典志、仏書解説大辞典、浄土宗西山派学匠著述目録、峰島旭雄

［1962］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
244.『往生論註論議』○別往生論註講義、浄土論註論題、論注隣山学人論題外、論

註論題 ○写写年不明―大谷（藤懸得住『浄土論記』と合綴）○参大谷大学図書館
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（編）［1967］○備大谷大学古典籍データベース「本願寺派某師述」 
245.『科文往生論註』○巻2　○別科文論註　○版刊年不明―大谷林山　○参大谷大学図書館
（編）［1984］ 

246.『浄土往生論註解資持記』○別往生論註資持記、浄土論註資持記　○参往生論註正
義叙説、蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章
疏録、仏書解説大辞典、浄土宗西山派学匠著述目録、峰島旭雄［1962］、日野慶
之・弘中満雄［2008］ 

247.『浄土往生論註解新記』○巻7　○別往生論註新記、浄土論註新記　○参蓮門類聚経籍
録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、浄土宗経論章疏録、仏書解説大辞
典、浄土宗西山派学匠著述目録、峰島旭雄［1962］、国書総目録、日野慶之・弘
中満雄［2008］ 

248.『浄土往生論註述』○巻1　○参仏書解説大辞典、国書総目録 
249.『浄土往生論註随聞記』○別論註随聞記　○成文政3［1820］年 ○写写年不明―龍

谷 
250.『浄土論註引講』○巻1　○別無量寿論註講義、論註引講 ○写享保18［1733］年写

―佛教　○参 宗典目録、佛教大学図書館（編）［1988a］、日野慶之・弘中満雄
［2008］ 

251.『浄土論註引文考』○別浄土論註引文 ○写写年不明―大谷林山　○参大谷大学図書
館（編）［1984］ 

252.『浄土論註聞書』○巻4 ○写写年不明―大谷林山（恵然『浄土論註義記膽明』・撰
者未詳『浄土論註講義』と合綴）○参大谷大学図書館（編）［1984］ 

253.『浄土論註講義』○写写年不明―大谷林山（撰者未詳『浄土論註聞書』・恵然
『浄土論註義記膽明』と合綴）○参大谷大学図書館（編）［1984］ 

254.『浄土論註私記』○巻4　○成天保12［1841］年 ○写天保12［1841］年写―龍谷　

○参日野慶之・弘中満雄［2008］ 
255.『浄土論註筆記』○写天保13［1842］年写―大谷林山（徳厳写）○参大谷大学図

書館（編）［1984］ 
256.『浄土論註分科』○別往生論註分科 ○写写年不明―龍谷（等曜写） 
257.『浄土論註余響』○別浄土往生論註聞書 ○写寛政元［1789］年写―大谷香月院
（編者未詳『木陰の清水』に収録・慈聞記）○参大谷大学図書館（編）［1970］○備

大谷大学図書館（編）［1970］「慈光寺述」 
258.『註論聞書』○巻2　○別論註記、論註聞書 ○写正徳6［1716］年写―大谷香月院
（良秀写）○参大谷大学図書館（編）［1970］ 
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259.『無量寿経論註首書』○巻2　○参蓮門類聚経籍録、三巻本浄土真宗教典志、峰島
旭雄［1962］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

260.『無量寿経論註叙説』○巻5　○参宗典目録、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
261.『論註会録』○別往生論註会録 ○写写年不明―龍谷（勇哲写）○参龍谷大学図書館
（編）［1926］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

262.『論註科文』○写写年不明―金沢暁烏　○参金沢大学附属図書館［1963］ 
263.『論註記抄』○巻3　○参藤堂恭俊［1972］○備藤堂恭俊［1972］「論註記抄三巻宝

派」 
264.『論註疑端』○巻1　○参往生論註正義叙説、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
265.『論註行巻鈔』○参往生論註正義叙説、峰島旭雄［1962］、日野慶之・弘中満

雄［2008］ 
266.『論註匡義賛』○巻4　○成寛延4［1751］年　○参宗典目録、日野慶之・弘中満雄
［2008］、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版　○備宗典目録「下末欠　四巻／雲洞」 

267.『論註口伝幷批判記』○巻1　○別論註解義次第批判、論註批判 ○写写年不明―佛教　

○参佛教大学図書館（編）［1988a］ 
268.『論註下巻聴録』○巻2　○別往生論註聴録、論註下巻講録 ○写天明3［1783］年写

―龍谷（天足写）○参仏書解説大辞典、国書総目録、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
269.『論註下巻筆記』○別往生論註下巻引記、論註引記 ○写写年不明―龍谷（真量記）

○参龍谷大学図書館（編）［1935］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶
之・弘中満雄［2008］ 

270.『論註解鉤鎖』○巻4 ○写写年不明―立正　○参往生論註正義叙説、仏書解説大辞
典、峰島旭雄［1962］、国書総目録、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

271.『論註下二丁賛嘆門ノ下会録』○写写年不明―龍谷（編者未詳『見聞随記』に
収録） 

272.『論註校異』○巻1　○参三巻本浄土真宗教典志、峰島旭雄［1962］ 
273.『論註考記』○参国書総目録、日野慶之・弘中満雄［2008］ 
274.『論註講稿』○巻6 ○写写年不明―大正　○参往生論註正義叙説、浄土宗経論章疏

録、三星与市（編）［1928］、仏書解説大辞典、宗典目録、国書総目録 
275.『論註講録』○巻2　○別往生論註講義、浄土論註講義、浄土論註講録、論註記、

論註講義 ○写写年不明―龍谷・龍谷写字台　○参龍谷大学図書館（編）［1926］、仏
書解説大辞典、国書総目録、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

276.『論註私観子』○巻1　○別往生論註私観子、私観子、私子、浄土論註私観子、論
註聞書私観子　○成承応3［1654］年 ○写写年不明―延寿寺　○版承応3［1654］年版
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―延寿寺・大谷・大谷林山　○参学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、一巻本浄
土真宗教典志、大谷大学図書館（編）［1925］、仏書解説大辞典、峰島旭雄

［1962］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、大谷大学図書館（編）［1984］、日
野慶之・弘中満雄［2008］、藤田真証［2011］ 

277.『論註私記』○参宗典目録 
278.『論註私記』○巻5　○別往生論註私記、論注私記 ○写写年不明―龍谷　○参龍谷大学

図書館（編）［1926］、仏書解説大辞典、浄土宗西山派学匠著述目録、国書総目
録、神子上恵龍［1969］、日野慶之・弘中満雄［2008］ 

279.『論註私鈔』○参国書総目録 
280.『論註私鈔』○巻4　○成 元禄9［1696］年　○参 宗典目録、日野慶之・弘中満雄
［2008］○備宗典目録「発行所　般誉救絡／発行　元禄九年秋」 

281.『論注輯録』○巻2　○別論註輯録　○成宝暦4［1754］年 ○写写年不明―龍谷写字台　

○参龍谷大学図書館（編）［1926］、国書総目録、神子上恵龍［1969］、日野慶
之・弘中満雄［2008］ 

282.『論註大意』○参浄土真宗聖教目録、仏書解説大辞典、国書総目録 
283.『論註分科』○写 写年不明―大谷林山（表章写）○参 大谷大学図書館（編）
［1984］ 

284.『論註弁義』○別浄土論註弁義 ○巻1　○成宝永6［1709］年 ○写宝永6［1709］年
写―三康椎尾　○参 宗典目録、財団法人三康文化研究所附属三康図書館（編）

［1981］ 
285.『論註弁釈』○巻3　○成貞享［1684~1688］年間　○参宗典目録 
286.『論註末章略評・往生論本末書目・五難委釈』○写写年不明―佛教　○参佛教大学

仏教文化研究所（編）［1980］ 
287.『論註六要鈔』○参往生論註正義叙説、峰島旭雄［1962］、日野慶之・弘中満

雄［2008］ 
 
2.讃阿弥陀仏偈 
2-1.浄土真宗 
2-1-1.浄土真宗本願寺派 
僧樸（1719-1762） 
1.『阿弥陀偈讃法音鼓』○巻1　○別讃阿弥陀偈讃法音鼓、讃阿弥陀仏偈讃法音鼓 ○写写

年不明―龍谷　○参龍谷大学図書館（編）［1926］、仏書解説大辞典、河原静雄
（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録 
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継成（?-1774） 
2.『讃阿弥陀仏偈提釈』○巻2　○別讃阿陀仏偈提釈、讃阿弥陀偈提釈、讃弥陀偈提釈　

○成寛延3［1750］年　○版寛延3［1750］年版―岩瀬・大谷・立正・龍谷・龍谷写
字台、寛政3［1791］年版―龍谷、刊年不明―大谷　○参学蔀必用目録、龍谷学黌
内典現存目録　浄土真宗雑著部、三巻本浄土真宗教典志、一巻本浄土真宗教典志、
真宗本願寺派学匠著述目録、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、龍谷
大学図書館（編）［1926］、大谷大学図書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、河
原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録 

僧鎔（1723-1783） 
3.『阿弥陀偈讃法音鼓』○巻1　○別讃阿弥陀偈法音鼓、讃阿弥陀仏偈法音鼓 ○写写年不

明―龍谷写字台　○参龍谷大学図書館（編）［1926］、仏書解説大辞典、国書総目録 
4.『讃阿弥陀仏偈開轍』○巻2　○別讃阿弥陀仏開轍 ○写写年不明―龍谷　○参龍谷大学図書

館（編）［1926］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利
生（共編）［1963］、国書総目録 

5.『讃阿弥陀仏偈筌』○巻1　○別讃阿弥陀仏偈科、讃阿弥陀仏解
ママ

筌 ○写天明4［1784］
年写―東京総合（弁亮写）、写年不明―東京史料・龍谷・龍谷写字台　○活真宗全
11　○参真宗本願寺派学匠著述目録、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、
龍谷大学図書館（編）［1926］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海
玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録 

慧雲（1730-1782） 
6.『讃阿弥陀仏偈録』○巻1　○別讃阿弥陀偈傍賛玄談、讃阿弥陀偈仏傍讃玄談、讃阿弥

陀仏偈傍賛、讃阿弥陀仏偈録玄談、讃偈録 ○写明和7［1770］年写―大谷・龍谷
（2点のうち1点は法叙写、1点は前田慧雲（編）『含潤書屋宗要漫抄』地に収録・
仰誓書）、寛政元［1789］年写―龍谷（真成写）、○版刊年不明―京都　○活真叢5　

○参三巻本浄土真宗教典志、一巻本浄土真宗教典志、真宗本願寺派学匠著述目録、
仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、龍谷大学図書館（編）［1926］、大
谷大学図書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、龍谷大学図書館（編）［1935］、
河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録 

綱猷（18世紀頃） 
7.『讃阿弥陀仏偈聞書』○巻1　○別 讃阿弥陀偈聴記、讃阿弥陀仏偈聴記　○成 寛政5
［1793］年 ○写写年不明―龍谷（2点のうち1点は教応写）・龍谷写字台（隆宝記）

○参龍谷大学図書館（編）［1926］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直
海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録 

浄土真宗総合研究 18

（74）



智蔵（18世紀頃） 
8.『讃阿弥陀仏偈聞持記』○巻3　○成寛政5［1793］年 ○写写年不明―龍谷（道立記）　

○参直海玄洋・大田利生（共編）［1963］ 
9.『讃弥陀偈略釈』○巻1　○別讃阿弥陀仏偈講録 ○写写年不明―龍谷（道立写）○参直海

玄洋・大田利生（共編）［1963］ 
廓静（18世紀頃） 
10.『讃阿弥陀仏偈講録』○巻2　○成寛政9［1797］年 ○写写年不明―龍谷写字台　○参龍

谷大学図書館（編）［1926］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海玄
洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録 

海信（18-19世紀頃） 
11.『讃阿弥陀仏偈習説』○巻2　○別讃弥陀偈習説 ○写享和元［1801］年写―龍谷写字

台　○参龍谷大学図書館（編）［1926］、仏書解説大辞典、国書総目録 
道隠（1741-1813） 
12.『讃阿弥陀偈甄解』○参大阪府立図書館（編）［1914］、国書総目録 
13.『讃阿弥陀仏偈私叔記』○巻1　○別讃弥陀偈随聞 ○写写年不明―龍谷（承基記）○参

仏書解説大辞典、龍谷大学図書館（編）［1935］、河原静雄（編）［1942］、直海
玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録 

14.『讃阿弥陀仏偈録』○巻1　○別讃偈録 ○写写年不明―龍谷　○参龍谷大学図書館（編）
［1935］、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書
総目録 

大瀛（1759-1804） 
15.『讃阿弥陀仏偈継声記』○別讃阿弥陀仏継声記、讃弥陀偈継声記、讃弥陀偈講録　

○成 天明4［1784］年 ○写 天明4［1784］年写―大谷瑞蓮寺（自筆本）、明治2
［1869］~3［1870］年写―龍谷（多聞写）、写年不明―大谷・龍谷　○参真宗本願
寺派学匠著述目録、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、龍谷大学図書
館（編）［1926］、仏書解説大辞典、龍谷大学図書館（編）［1935］、河原静雄

（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録 
諦観（?-1830） 
16.『讃弥陀偈聴記』○参真宗学匠著述目録 
性海（1765-1838） 
17.『讃阿弥陀仏偈随聞記』○巻3　○別阿弥陀仏偈随聞記、讃阿弥陀偈記、讃阿弥陀偈

随聞記、讃阿弥陀仏偈聞書、讃阿弥陀仏偈聴記、讃偈記、讃弥陀偈聞書　○成文政
5［1822］年 ○写文政5［1822］年写―龍谷、写年不明―龍谷　○参真宗学匠著述
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目録、仏教大辞彙、龍谷大学図書館（編）［1926］、仏書解説大辞典、河原静雄
（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録　○備真宗人名辞
典　付録：文政5［1822］年安居副講 

僧朗（1769-1851） 
18.『讃阿弥陀仏偈記』○巻1　○別讃阿弥陀偈嘉永録　○成嘉永2［1849］年 ○写写年不明

―無窮平沼　○参真宗本願寺派学匠著述目録、新潟県立図書館（編）［1929］、財団
法人無窮会（編）［1961］、国書総目録 

普厳（1775-1835） 
19.『讃阿弥陀仏偈述聞記』○巻3　○成文政4［1821］年 ○写写年不明―龍谷　○参河原静

雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］ 
勝乗（1779-1840） 
20.『讃阿弥陀仏偈聞書』○巻2　○別讃阿弥陀偈聴記、讃阿弥陀仏偈聴記、讃弥陀偈聞

記 ○写写年不明―龍谷（律蔵記）○参龍谷大学図書館（編）［1926］、真宗学匠著述
目録、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）

［1963］、国書総目録、宇野順治［2004a］○備 真宗人名辞典　付録：天保5
［1834］年安居副講／宇野順治［2004b］に『讃弥陀偈聞記』として翻刻が掲
載。 

浄真（?-1865） 
21.『讃阿弥陀仏偈筆記』○巻2　○別讃阿弥陀仏偈聴記、讃偈筆記、讃弥陀偈記、讃弥

陀偈筆記　○成安政5［1858］年 ○写安政5［1858］年写―龍谷・龍谷写字台（自
筆本）、写年不明―無窮平沼　○参龍谷大学図書館（編）［1926］、仏書解説大辞典、
河原静雄（編）［1942］、財団法人無窮会（編）［1961］、直海玄洋・大田利生

（共編）［1963］、国書総目録　○備真宗人名辞典　付録：安政5［1858］年安居副
講 

慧麟（1788-1869） 
22.『讃阿弥陀偈記』○巻1　○参真宗本願寺派学匠著述目録、新潟県立図書館（編）
［1929］、国書総目録 

宝雲（1791-1847） 
23.『讃阿弥陀仏偈録』○写写年不明―東文研 
内田寛寧（1797-1879） 
24.『讃弥陀偈記』○別讃阿弥陀仏偈聴記 ○巻2　○成元治元［1864］年 ○写写年不明―

龍谷　○参仏教大辞彙、龍谷大学図書館（編）［1926］、仏書解説大辞典、河原静雄
（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録　○備真宗人名辞
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典　付録：万治元［1864］年安居副講 
慧海（1798-1854） 
25.『讃弥陀偈節義』○巻1 ○別讃阿弥陀偈節義、讃阿弥陀仏偈講義、讃阿弥陀仏偈講

録、讃阿弥陀仏偈節義、讃阿弥陀仏偈筆記、讃弥陀偈筆記　○成嘉永3［1850］年

○写嘉永3［1850］年写―龍谷、写年不明―龍谷　○活讃阿弥陀仏偈講録（明治44
［1911］年）○参仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、龍谷大学図書館
（編）［1926］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生
（共編）［1963］、国書総目録　○備真宗人名辞典　付録：嘉永3［1850］年安居副
講 

霊従（18-19世紀頃） 
26.『讃阿弥陀仏偈講録』○巻1　○別讃阿弥陀仏偈講語、讃阿弥陀仏偈講話　○成文化11
［1814］年 ○写写年不明―龍谷写字台　○参龍谷大学図書館（編）［1926］、国書総
目録 

松島善譲（1806-1886） 
27.『讃阿弥陀仏偈聴記』○巻1　○別讃阿弥陀仏偈記、讃阿弥陀仏偈筆記、讃弥陀偈聴

記　○成 安政4［1857］年 ○写 明治元［1868］年写―龍谷（北海写）、明治2
［1869］年写―龍谷、写年不明―龍谷　○参仏教大辞彙、龍谷大学図書館（編）
［1926］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共
編）［1963］、国書総目録 

28.『讃弥陀偈論題』○巻1　○別讃阿弥陀偈論題閑亭記、讃阿弥陀仏偈論題、讃偈論
題、讃弥陀偈安楽集玄義分論題 ○写慶応3［1867］年写―大谷、明治20［1887］
年写―龍谷（芳映写）、写年不明―龍谷（編者未詳『閑亭記』に収録）○参仏書解
説大辞典、国書総目録 

野村了祐（1810-1889） 
29.『讃偈讃講』○巻1　○別讃阿弥陀仏偈講録、讃阿弥陀仏偈和讃講録、讃偈讃講録

○写写年不明―龍谷　○参直海玄洋・大田利生（共編）［1963］ 
藤井宣界（1811-1890） 
30.『讃阿弥陀偈弘化録』○巻2　○成弘化［1845~1848］年間　○参真宗本願寺派学匠著

述目録、新潟県立図書館（編）［1929］ 
 
2-1-2.真宗大谷派 
玄了（17世紀頃） 
31.『讃阿弥陀仏偈蛙井記』○巻6　○別蛙井記、科讃阿弥陀偈記、科讃阿弥陀仏偈記、
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讃偈記、讃弥陀偈蛙井記　○成寛文6［1666］年 ○写明治期以降写―龍谷写字台　○版

寛文6［1666］年版―大谷・九州・京都・東洋哲学堂・龍谷・龍谷写字台、刊
年不明―大谷林山　○参学蔀必用目録、龍谷学黌内典現存目録　浄土真宗雑著部、三
巻本浄土真宗教典志、一巻本浄土真宗教典志、仏教大辞彙、大谷大学図書館

（編）［1925］、龍谷大学図書館（編）［1926］、大谷大学図書館（編）［1932］、
仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）

［1963］、国書総目録 
随慧（1722-1782） 
32.『讃阿弥陀仏偈略解』○参大谷派先輩著述目録補遺 
慧周（18世紀頃） 
33.『讃阿弥陀仏偈講録』○巻1　○別讃弥陀偈講録　○成寛政10［1798］年 ○写写年不明

―龍谷写字台　○参龍谷大学図書館（編）［1926］、仏書解説大辞典、大谷派先輩著
述目録補遺、国書総目録 

大安（?-1803） 
34.『讃阿弥陀仏偈渇聞記』○巻6　○別讃阿弥陀仏偈戊午秋講誌、讃阿弥陀仏偈聞記、

讃弥陀偈大安録、讃録　○成寛政10［1798］年 ○写寛政11［1799］年写―大谷 ○写

写年不明―大谷・金沢暁烏　○参仏書解説大辞典、大谷大学図書館（編）［1932］、
大谷派先輩著述目録補遺、金沢大学附属図書館［1963］、国書総目録 

35.『讃阿弥陀仏偈玄叙』○別讃阿弥陀偈玄叙　○参写年不明―大谷（大安『讃阿弥陀仏
偈分科』と合綴）○参大谷大学図書館（編）［1932］ 

36.『讃阿弥陀仏偈分科』○別讃弥陀陀科　○参写年不明―大谷（大安『讃阿弥陀仏偈玄
叙』と合綴）○備大谷派先輩著述目録 

慧見（?-1816） 
37.『讃阿弥陀仏偈習聴略記』○巻3　○参大谷派先輩著述目録補遺 
深励（1749-1817） 
38.『讃阿弥陀仏偈服宗』○巻2　○別讃弥陀偈服宗 ○写写年不明―大谷香月院　○活真大8　

○参大谷大学図書館（編）［1925］、大谷派先輩著述目録、龍谷大学図書館（編）
［1926］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共
編）［1963］、国書総目録、大谷大学図書館（編）［1970］ 

慧剣（1760-1830） 
39.『讃阿弥陀仏偈増録』○巻1 ○写文政元［1818］年写―大谷　○参仏書解説大辞典、

大谷大学図書館（編）［1932］、大谷派先輩著述目録補遺、国書総目録 
法海（1768-1834） 
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40.『讃阿弥陀仏偈稟義』○巻2　○別讃阿弥陀仏偈講記、讃阿弥陀仏偈講義、讃阿弥陀
仏偈講録、讃弥陀偈日南記、讃弥陀偈稟義　○成 文政13［1830］年 ○写 天保5

［1834］年写―大谷、写年不明―大谷　○参大谷大学図書館（編）［1925］、大谷派
先輩著述目録、仏書解説大辞典、国書総目録 

大含（1773-1850） 
41.『讃阿弥陀仏偈毫記』○巻10　○別讃阿弥陀仏偈聞書、讃阿弥陀仏偈講義、讃阿弥

陀仏偈講述聴記、讃阿弥陀仏偈聴記、讃弥陀偈聞書、讃弥陀偈講義　○成天保15
［1844］年 ○写天保15［1844］年写―大谷（真我筆受、蜂屋良潤草）・大谷圓光
寺（樋口龍温筆受）・龍谷　○参仏書解説大辞典、大谷大学図書館（編）［1932］、
龍谷大学図書館（編）［1935］、大谷派先輩著述目録補遺、河原静雄（編）

［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、大谷大学図書館
（編）［1967］、大谷大学図書館（編）［1972］ 

42.『讃阿弥陀仏偈筆記』○巻3　○参大谷派先輩著述目録 
秀存（1788-1860） 
43.『讃阿弥陀仏偈壬子記』○巻3　○別讃阿弥陀偈記、讃阿弥陀偈講義、讃阿弥陀偈聴

記、讃阿弥陀仏偈一蓮記、讃阿弥陀仏偈一蓮録、讃阿弥陀仏偈聞書、讃阿弥陀仏
偈講義、讃阿弥陀仏偈聴記、讃阿弥陀仏講義、讃弥陀偈聞書、讃弥陀偈講義聞
記、壬子讃阿弥陀仏講義　○成嘉永5［1852］年 ○写嘉永5［1852］年写―大谷（2
点のうち1点は道存写）・大谷林山（暁温写）、写年不明―大谷圓光寺・大谷林
山・龍谷　○参大谷大学図書館（編）［1925］、大谷派先輩著述目録、真宗学匠著述
目録、大谷大学図書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、龍谷大学図書館（編）

［1935］、国書総目録、大谷大学図書館（編）［1972］ 
 
2-1-3.真宗仏光寺派 
玄貞（17-18世紀頃） 
44.『讃阿弥陀仏偈文林』○巻1　○別讃阿弥陀偈頭首、讃阿弥陀仏偈首書、讃偈文林、

讃弥陀偈首書、首書讃阿弥陀仏偈、頭書讃阿弥陀偈、頭書讃阿弥陀仏偈　○成正徳
5［1715］年　○版正徳5［1715］年版―大谷・金沢暁烏・三康椎尾・大正・東文
研・佛教・無窮平沼・龍谷・龍谷写字台　○参学蔀必用目録、龍谷学黌内典現存目
録　浄土真宗雑著部、三巻本浄土真宗教典志、一巻本浄土真宗教典志、仏教大辞
彙、龍谷大学図書館（編）［1926］、三星与市（編）［1928］、龍谷大学図書館

（編）［1929］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、財団法人無窮会（編）
［1961］、金沢大学附属図書館［1963］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、
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国書総目録、浄土宗典籍目録　近世篇　増補版 
 
2-1-4.その他 
了信（17-18世紀頃） 
45.『讃阿弥陀仏偈弁述』○巻8　○別讃阿鼓吹、讃阿弥陀仏偈鼓吹、三国因喩讃阿弥陀

偈鼓吹、讃弥陀偈鼓吹、弁述　○成正徳6［1716］年　○版正徳6［1716］年版―大
谷・龍谷・龍谷写字台、刊年不明―金沢暁烏　○参学蔀必用目録、龍谷学黌内典現
存目録　浄土真宗雑著部、三巻本浄土真宗教典志、一巻本浄土真宗教典志、仏教
大辞彙、龍谷大学図書館（編）［1926］、仏書解説大辞典、金沢大学附属図書館

［1963］、国書総目録、大谷大学図書館（編）［1967］○備学蔀必用目録「玄真　仏
光寺派」 

 
2-2.撰者未詳 
46.『讃阿弥陀偈科私記』○参学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、一巻本浄土真

宗教典志、国書総目録 
47.『讃阿弥陀仏偈講義玄談』○巻1 ○写写年不明―大谷（東琳筆記）○参仏書解説大辞

典、大谷大学図書館（編）［1932］、国書総目録 
48.『讃阿弥陀仏偈私記』○巻6　○参三巻本浄土真宗教典志、仏書解説大辞典、国書総

目録 
49.『讃阿弥陀仏偈聴録』○別讃阿弥陀仏偈聴記、讃弥陀偈聴記 ○写写年不明―龍谷写

字台　○参龍谷大学図書館（編）［1926］、仏書解説大辞典、国書総目録 
50.『讃阿弥陀仏偈筆記』○別讃阿弥陀仏偈随聞記　○成文政3［1820］年 ○写写年不明

―龍谷 
 
3.略論安楽浄土義 
3-1.浄土宗 
聖観（1287-1369） 
1.『略論裏書見聞』○巻1　○別略論安楽浄土義裏書見聞、略論見聞　○版承応2［1653］

年版―大正・佛教・龍谷　○活続浄全6　○参蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、三巻本
浄土真宗教典志、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、三星与市（編）

［1928］、龍谷大学図書館（編）［1929］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）
［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、藤堂恭俊
［1973］、大正大学浄土学研究室（編）［1978］、矢田了章（編）［2012］○備三星
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与市（編）［1928］：刊写不明―大正 
聖観（1292-1361） 
2.『略論裏書』○巻1　○別浄土略論裏書、略論安楽浄土義裏書、略論裏書、略論見聞裏

書　○成文和5［1356］年　○版承応2［1653］年版―大正・東北狩野・佛教・北海
北駕・龍谷、刊年不明―大谷　○活続浄全6　○参浄土正依経論書籍目録、総浄土依憑
章疏、蓮門類聚経籍録、学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、三浦治（編）

［1914］、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、三星与市（編）［1928］、
龍谷大学図書館（編）［1929］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海
玄洋・大田利生（共編）［1963］、宗典目録、国書総目録、藤堂恭俊［1973］、
大正大学浄土学研究室（編）［1978］、矢田了章（編）［2012］ 

聞証（1634-1688） 
3.『科註略論安楽浄土義』○巻1　○別科註略論、略論安楽浄土義科註　○版延宝5［1677］

年版―大谷・金沢暁烏・大正・東洋哲学堂・同朋仏研崇覚・佛教・北海北駕・龍
谷　○参蓮門類聚経籍録、三浦治（編）［1914］、仏教大辞彙、大谷大学図書館

（編）［1925］、龍谷大学図書館（編）［1929］、大谷大学図書館（編）［1932］、
仏書解説大辞典、金沢大学附属図書館［1963］、宗典目録、国書総目録、渡辺刀
水（編）［1971］、藤堂恭俊［1973］、佛教大学図書館（編）［1988a］、浄土宗
典籍目録　近世篇　増補版、矢田了章（編）［2012］ 

敬首（1683-1748） 
4.『略論安楽浄土義非曇鸞撰駁附』○巻1　○別即心念仏摘欺説続、即心念仏摘欺説続附

略論安楽浄土義非曇鸞撰駁、即心念仏摘欺説続略論安楽浄土義非曇鸞撰駁附、続
即心念仏摘欺説、摘欺説続、略論安楽浄土義非曇鸞撰駁　○成享保14［1729］年　

○版享保14［1729］年版―大谷・高野山真別処・立正・龍谷、刊年不明―龍谷　

○活続浄全14、仏全98　○参大谷大学図書館（編）［1925］、仏書解説大辞典、河原
静雄（編）［1942］、国書総目録、藤堂恭俊［1973］、藤吉慈海［1973］、浄土
宗典籍目録　近世篇　増補版、矢田了章（編）［2012］ 

5.『略論随聞記』○巻1　○別略論安楽浄土義講録、略論安楽浄土義随聞記 ○写明治期以
降写―龍谷　○参蓮門類聚経籍録、龍谷大学図書館（編）［1929］、仏書解説大辞
典、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、藤堂恭俊［1973］、浄
土宗典籍目録　近世篇　増補版、矢田了章（編）［2012］ 

巌的（1688-1704頃） 
6.『略論安楽浄土義詳解』○巻2　○別浄土略論詳解、略論安楽浄土義註解、略論詳解、

略論浄土義詳解、略論浄土義註解　○成元禄4［1691］年　○版元禄6［1693］年版
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―大谷・大正・龍谷・龍谷写字台　○活続浄全6　○参蓮門類聚経籍録、三巻本浄土真
宗教典志、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、三星与市（編）

［1928］、龍谷大学図書館（編）［1929］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）
［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、宗典目録、国書総目録、藤堂恭
俊［1973］、大正大学浄土学研究室（編）［1978］、浄土宗典籍目録　近世篇　増
補版、矢田了章（編）［2012］○備三星与市（編）［1928］：刊写不明―大正（「元
禄元年」（1688）とするが「元禄六年」（1693）の誤写か） 

福田行誡（1809-1888） 
7.『略論安楽浄土義玄譚並私説』○巻3　○別略論安楽浄土義私記　○成天保11［1840］

年 ○写写年不明―大正（略論安楽浄土義私説）○活続浄全6　○参蓮門類聚経籍録、大
谷大学図書館（編）［1925］、三星与市（編）［1928］、龍谷大学図書館（編）

［1929］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共
編）［1963］、宗典目録、国書総目録、藤堂恭俊［1973］、矢田了章（編）

［2012］ 
 
3-2.浄土真宗 
3-2-1.浄土真宗本願寺派 
誓鎧（1753-1829） 
8.『略論安楽浄土義讃慧録』○巻2　○別 略論讃慧録、略論浄土義讃慧録 ○写 寛政5
［1793］年写―龍谷写字台　○参真宗本願寺派学匠著述目録、仏教大辞彙、龍谷大
学図書館（編）［1926］、仏書解説大辞典、河原静雄（編）［1942］、直海玄洋・
大田利生（共編）［1963］、国書総目録、矢田了章（編）［2012］ 

 
3-2-2.真宗大谷派 
大含（1773-1850） 
9.『略論安楽浄土義講義』○巻2　○別略論安楽浄土義講録、略論雲華講義、略論浄土義

講録、略論浄土義聞記 ○写写年不明―大谷　○活真宗全11　○参大谷派先輩著述目録、
仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、龍谷大学図書館（編）［1926］、大
谷大学図書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、大谷派先輩著述目録補遺、河原
静雄（編）［1942］、直海玄洋・大田利生（共編）［1963］、国書総目録、矢田了
章（編）［2012］○備大谷派先輩著述目録補遺「略論開轍記二巻」／藤堂恭俊

［1973］「未詳撰者」「大谷大学蔵本」、大谷大学図書館古典籍データベース（試
行版）著者情報「大含」 
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10.『略論安楽浄土義聴記』○別略論安楽浄土義講弁、略論聴記　○成天保9［1838］年

○写天保9［1838］年写―大谷圓光寺（樋口龍温筆受）・大谷瑞蓮寺　○参大谷大学
図書館（編）［1972］ 

大惷（18-19世紀頃） 
11.『略論安楽浄土義附讐比』○巻1　○別略論安楽浄土義附、略論安楽浄土義付讐比、

略論安楽浄土義附録　○成天保9［1838］年　○版天保9［1838］年版―大谷・佛
教・龍谷　○参大谷大学図書館（編）［1925］、大谷派先輩著述目録、龍谷大学図書
館（編）［1929］、真宗学匠著述目録、佛教大学図書館（編）［1988a］ 

 
3-3.その他 
智及（伝）（17世紀頃） 
12.『略論安楽浄土義句解』○巻2　○成元禄3［1690］年 ○写写年不明―大正　○参三巻本

浄土真宗教典志、仏書解説大辞典、国書総目録、大正大学浄土学研究室（編）
［1978］、矢田了章（編）［2012］ 

 
3-4.撰者未詳 
13.『首書科考略論浄土義』○巻2　○別科首書安楽浄土義、科首書略論安楽浄土義、科

略論、首書科考略論安楽浄土義、首書略論安楽浄土義、略論安楽浄土義科首書　

○版天和2［1682］年版―龍谷・龍谷写字台、刊年不明―大谷・立正　○参学蔀必用
目録、三巻本浄土真宗教典志、仏教大辞彙、大谷大学図書館（編）［1925］、龍
谷大学図書館（編）［1929］、大谷大学図書館（編）［1932］、仏書解説大辞典、
宗典目録、国書総目録、藤堂恭俊［1973］、矢田了章（編）［2012］○備龍谷大学
図書館（編）［1929］：刊写不明―龍谷（分類：2681、番号11） 

14.『略論安楽浄土義講談』○巻1 ○写元和元［1615］年写―大正　○参三星与市（編）
［1928］、仏書解説大辞典、国書総目録、藤堂恭俊［1973］、矢田了章（編）
［2012］ 

15.『略論安楽浄土義文林』○巻1　○参学蔀必用目録、三巻本浄土真宗教典志、仏書解
説大辞典、国書総目録、矢田了章（編）［2012］ 

16.『略論懸譚』○巻1 ○写写年不明―大正　○参仏書解説大辞典、国書総目録、藤堂恭
俊［1973］、矢田了章（編）［2012］ 

17.『略論玄談』○参宗典目録、藤堂恭俊［1973］、矢田了章（編）［2012］○備藤堂
恭俊［1973］「神戸文庫蔵本」 

18.『略論講録』○巻1 ○写写年不明―立正　○参仏書解説大辞典、国書総目録、藤堂恭
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俊［1973］、矢田了章（編）［2012］ 
19.『略論私採摘』○参宗典目録、藤堂恭俊［1973］、矢田了章（編）［2012］○備藤

堂恭俊［1973］「神戸文庫蔵本」 
20.『略論難発集』○巻 1　○別 略論雑発集 ○写 写年不明―大正　○参 三星与市（編）
［1928］、仏書解説大辞典、宗典目録、国書総目録、藤堂恭俊［1973］、矢田了
章（編）［2012］○備仏書解説大辞典・国書総目録・藤堂恭俊［1973］「略論雑発
集」 
 

【参考文献】 
＊目録―和漢書（発行年順） 
大谷大学図書館（編）［1925］『大谷大学図書館和漢書分類目録』大谷大学図書館。 
龍谷大学図書館（編）［1926］『龍谷大学和漢書分類目録（真宗之部）』龍谷大学図書館。 
三星与市（編）［1928］『大正大学図書館和漢書類目録中　浄土宗宗乗図書分類目録―浄土

教報附録―』浄土教報社。 
龍谷大学図書館（編）［1929］『龍谷大学和漢書分類目録（仏教之部）』龍谷大学図書館。 
大谷大学図書館（編）［1932］『第二　大谷大学和漢図書分類目録―自大正十三年十月至昭

和七年七月増加之分―』大谷大学図書館。 
龍谷大学図書館（編）［1935］『龍谷大学増加図書分類目録（真宗之部・仏教之部）』龍谷

大学出版部。 
大谷大学図書館（編）［1967］『大谷大学図書館和漢書分類目録　第三―昭和七年八月～昭

和四十年三月増加―』大谷大学図書館。 
大正大学浄土学研究室（編）［1978］『明福寺旧蔵本仮目録』大正大学図書館。 
佛教大学仏教文化研究所（編）［1980］『佛教大学図書館所蔵和漢書中　浄土宗学関係書籍

目録稿』佛教大学仏教文化研究所。 
佛教大学図書館（編）［1988a］『佛教大学図書館所蔵和漢書中　浄土宗学関係書籍目録稿　

続』佛教大学仏教文化研究所。 
佛教大学図書館（編）［1988b］『佛教大学図書館蔵和漢書中　仏書目録稿』佛教大学図書

館。 
岩波書店（編）［1989-1991］『補訂版　国書総目録』1-8、岩波書店（初版：1963-1976）。 
文化庁文化財部美術学芸課［2006］『称名寺聖教目録』1・2、文化庁文化財部美術学芸

課。 
 
＊目録―文庫（発行年順） 
三浦治（編）［1914］『行啓紀念北駕文庫蔵書略目録』1、北駕文庫。 
神宮文庫（編）［1922］『神宮文庫図書目録』神宮司庁。 
金沢文庫（編）［1939］『金沢文庫古書目録』巌松堂書店。 
栗田元次（編）［1940］『栗田文庫善本書目』中文館書店。 
財団法人無窮会（編）［1961］『平沼文庫蔵書目録』2、無窮会。 
金沢大学附属図書館（編）［1963］『暁烏文庫仏教関係図書目録』金沢大学附属図書館。 
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大谷大学図書館（編）［1970］『大谷大学図書館蔵　香月院文庫目録』大谷大学図書館。 
東海学園女子短期大学図書館（編）［1970］『道空諦全旧蔵書目録―哲誠文庫（関山文庫）

―』東海学園女子短期大学図書館。 
大谷大学図書館（編）［1972］『大谷大学図書館蔵　圓光寺文庫目録』大谷大学図書館。 
財団法人三康文化研究所附属三康図書館（編）［1981］『財団法人三康文化研究所附属三

康図書館蔵　椎尾文庫目録』財団法人三康文化研究所。 
大谷大学図書館（編）［1984］『大谷大学図書館蔵　林山文庫目録』大谷大学図書館。 
川瀬一馬（編）［1992］『お茶の水図書館蔵　新修成簣堂文庫善本書目』お茶の水図書館。 
特定コレクション目録編集委員会（編）［1997］『新編哲学堂文庫目録』東洋大学附属図

書館。 
大谷大学図書館（編）［1998］『大谷大学図書館蔵　瑞蓮寺文庫目録』大谷大学図書館。 
 
＊目録―名家著述（発行年順） 
大阪府立図書館（編）［1914］『大阪名家著述目録』大阪府立図書館。 
新潟県立図書館（編）［1929］『越佐名家著述目録』新潟県立図書館。 
渡辺刀水（編）［1971］『埼玉名家著述目録』（埼玉図書館叢書5）、埼玉県立浦和図書館。 
 
＊目録―浄土教関係：明治以前（生年順） 
長西（1184-1266）『浄土依憑経論章疏目録』（『仏全』1）。 
撰者未詳（15世紀中頃）『浄土正依経論書籍目録』（『仏全』1）。 
撰者未詳（17世紀中頃）『総浄土依憑章疏』（『仏全』1）。 
雲洞（1693-1742）『往生論註正義叙説』「論註釈書目幷評論」（『続浄全』5）。 
文雄（1700-1763／輯録）・天従（1778-1838／増補）・養鸕徹定（1814-1891／増補）・

福田行誡（1809-1888／追録）『蓮門類聚経籍録』（『仏全』1）。 
慧琳（1715-1789）『学蔀必用目録』（『真宗全』74）。 
先啓（1719-1797）『浄土真宗聖教目録』（『真宗全』74）。 
智洞（1728-1779）『龍谷学黌内典現存目録　浄土真宗雑著部』（『真宗全』74）。 
玄智（1734-1794）『三巻本浄土真宗教典志』（『真宗全』74）。 
玄智（1734-1794）『一巻本浄土真宗教典志』（『真宗全』74）。 
 
＊目録―浄土教関係：明治以後（書写・発行年順） 
前田慧雲（編）［1892］『真宗本願寺派学匠著述目録』興教書院。 
宇田総兵衛（編）・望月信亨（訂正）［1901］『浄土宗経論章疏録』宇田総兵衛。 
法山真澄［1914］「高田派学匠著述目録 一」（『六条学報』150）。 
鷲尾教導［1914］「高田派学徒著述目録」（『六条学報』158）。 
住田智見（編）［1925］「大谷派先輩著述目録」（『真宗大系総目録』）。 
井上哲雄（編）［1930］『真宗学匠著述目録』龍谷大学出版部。 
泉学洋（編）・山本賢亮（加筆）［1937］「浄土宗西山派学匠著述目録」（『西山学報』9、

付録）。 
真宗典籍刊行会（編）［1941］『大谷派先輩著述目録補遺』（『続真大』20）。 
石橋誡道（編）［-1965］『宗典目録』佛教大学附属図書館。 
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佛教大学総合研究所「浄土教の総合的研究」班（編）［1999］『「浄土教の総合的研究」班
収集著述目録』佛教大学総合研究所。 

坪井俊映（編）・藤堂俊英　他（増補）［2010］『浄土宗典籍目録　近世篇　増補版』出版社
不明。 

佛教大学総合研究所（編）［2011］『浄土教典籍目録』佛教大学総合研究所。 

＊目録―曇鸞関係（発行年順） 
河原静雄（編）［1942］「曇鸞大師研究文献略目録」（『宗学院論輯』35）。 
直海玄洋・大田利生（共編）［1963］「曇鸞大師関係著書・雑誌論文目録」（竜谷大学真宗

学会（編）『曇鸞教学の研究』（真宗学論叢1）、永田文昌堂）。 
神子上恵龍［1969］『往生論註解説』「参考文献」、永田文昌堂。 
早島鏡正・大谷光真［1987］『浄土論註』（仏典講座23）「文献案内」、大蔵出版。 
青山法城［1996］「曇鸞・『往生論註』関係研究書、及び研究論文一覧」（論註研究会
（編）『曇鸞の世界―往生論註の基礎的研究―』永田文昌堂）。 

日野慶之・弘中満雄［2008］「曇鸞研究論文・文献目録」（武田龍精（編）『曇鸞浄土教思
想の研究』（六角会館研究シリーズ4）、法藏館）。 

矢田了章（編）［2012］「『略論安楽浄土義』講義録・研究書・論文目録」（『『略論安楽浄
土義』の基礎的研究』（龍谷叢書24）、永田文昌堂）。 

 
＊辞書類（発行年順） 
龍谷大学（編）［1914-1922］『仏教大辞彙』1-7、富山房。 
井上哲雄（編）［1926］『真宗僧名辞典』龍谷大学出版部。 
小野玄妙（編）［1964-1988］『改訂版　仏書解説大辞典』1-13、大東出版社（初版：

1933-1936）。 
鷲尾順敬（編）［1966］『増訂　日本仏家人名辞書』東京美術。 
岡村周薩（編）［1972］『改訂版　真宗大辞典』永田文昌堂（初版：1935-1937）。 
井上哲雄［1979］『真宗本派学僧逸伝』永田文昌堂。 
国史大辞典編集委員会（編）［1979-1997］『国史大辞典』1-15、吉川弘文館。 
斎藤昭俊・成瀬良徳（共編）［1986］『日本仏教人名辞典』新人物往来社。 
斎藤昭俊・成瀬良徳（共編）［1988］『日本仏教宗派事典』新人物往来社。 
日本仏教人名辞典編纂委員会（編）［1992］『日本仏教人名辞典』法藏館。 
市古貞次　他（編）［1993-1999］『国書人名辞典』1-5、岩波書店。 
赤松徹真　他（編）［1999］『真宗人名辞典』法藏館。 
上田正昭　他（監修）［2001］『講談社日本人名大辞典』講談社。 
浄土宗大辞典編纂実行委員会（編）［2016］『新纂浄土宗大辞典』浄土宗。 
 
＊データベース（五十音順） 
大谷大学図書館古典籍データベース（試行版）（https://bib.otani.ac.jp/cat/） 
京都大学図書館機構蔵書検索（https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/） 
国書データベース（https://kokusho.nijl.ac.jp/） 
国立国会図書館サーチ（https://ndlonline.ndl.go.jp/） 
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国立国会図書館デジタルコレクション（https://dl.ndl.go.jp/） 
国立国会図書館リサーチ・ナビ「日本人名情報索引（人文分野）」（https://ndlsearch.ndl. 
　go.jp/rnavi/db/jinmei） 
浄土宗全書テキストデータベース（http://jodoshuzensho.jp/jozensearch_post/） 
新纂浄土宗大辞典　Web版（http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/） 
佛教大学附属図書館蔵書検索（https://bird.bukkyo-u.ac.jp/） 
龍谷大学図書館蔵書検索システム（https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/cattab.do） 
CiNii Books（https://ci.nii.ac.jp/books/） 
Japan Knowledge（https://japanknowledge.com/library/） 
 
＊その他（発行年順） 
塚本善隆［1933］「金沢文庫所蔵浄土宗学上の未伝稀覯の鎌倉古鈔本」（『浄土学』5）。 
今岡達音［1934］「第一巻　解題」（『浄全』21）。 
伊藤真徹［1942］「鎌倉中葉以前に於ける論註研究の一斑」（『仏専学報』25）。 
戸松憲千代［1942］「元興寺智光無量寿経論釈抄」（『宗学研究』24）。 
峰島旭雄［1962］「『往生論註』末疏研究序説―宗学形成の一様相―」（『早稲田商学』

164・165合併号）。 
塚本善隆［1970］「曇鸞・道綽両師の著作とその末註　解説」（『浄全』1）。 
藤堂恭俊［1971］「往生浄土論註の末書について」（『佛教論叢』15）。 
藤堂恭俊［1972］「徳川時代後期の往生論註末書　解説―特に浄全続五巻所収本について

―」（『続浄全』5）。 
藤堂恭俊［1973］「『略論安楽浄土義』と『安楽集』の末疏について　解説」（『続浄全』
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［付記］ 
※資料の閲覧や情報の確認にあたり、大谷大学図書館ご当局の皆さま、神奈川県立金沢文

庫ご当局の皆さま、京都大学附属図書館ご当局の皆さま、佛教大学附属図書館ご当局の
皆さま、龍谷大学大宮図書館ご当局の皆さまには、格別のご高配を賜りました。衷心よ
り御礼申し上げます。 

※本研究は、本願寺派教学助成財団　令和5年度「教学研究資金助成〈若手研究助成〉」に
よる成果の一部である。
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